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トマ順い虫
ハ、又フ・ナンバ一

3号

1号
●飛叡丑→珪（インタピュー）

●嗚コウ9ローI謀吾る●糸
土広＋菅孝行（対談）●地域カ

ら●令月のアンポ●トマホー

ク・データ●定価200円

●非核ニュージーランドをつ

くり出した人々（インタピュ

-)●トマホーク ・データ●

名が」鵠さちほ（ヌ蜘

●地威から●屯赳郡翻照心

&A●洒外から●定価250円

2号
●関屋綾子 （インタピュー）

●宮輯浚1埠る●榎硲あき子
＋鈴木道子はず談） ●井出孫

六（ずいひつ） ●カールピン

ソン入港抗議●定価250円

アインシュクインからゴジラまで、

「核」に関する基瑛知識をやさしく解説。

いま、全国で話題の1冊I
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を
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に

ア

メ

リ

カ

の

艦

船

が

入

港

で

き

な

い

事

態

が

発

生

し

た

こ

と

を

、

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

国

営

放

送

が

暴

露

し

た

の

で

あ

る

。

8
月

末

か

ら
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、
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『1---マ暖い虫』改装4号（適刊9号）

1985年11月20日発行頒価250円

〒112 乗京都文京区春日
1 -8_6 中森ビ）し2階
電話 03• 813 • 1953 
郵便振替東京6-136148
（口座名 1---マホークの配備

を許すな／ 首都固運動）
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トマ順い虫
l、ンク・ナンバ一

3号

●非核ニュ＿ジーランドをつ

くり出しだ人々（インタビュ

-)●トマホ→・デタ•
名取弘文＋l」嶋さちほ（対談）

●地域から●中突躙商のQ

&A●泡外から●定価250円

1号
●飛需田進（インタビュー）

●謎コ労ローI譲迄●糸
土広＋菅孝行（対談）●地域か

ら●令月のアンポ●トマホー

ク・テータ●定価200円

2号
●関屋綾子（インタピュー）
.螂|謀吾る●柳谷あき子

＋鈴木道子は据紛●井出孫

六（訊＼ひつ） ●カールビン

ソン入志譴●定価250円

アインシュタインからゴジラまで、

「核」に関する基礎知識をやさしく解説。

いま全国で話題の1冊I

岱りA/5半/1:8／曇二の三：6：2：]円

レテ付II

/1::¥-:,_:::ì:：；祠：こ
講談社ウ

〈

反

ト

マ

ホ

ー

ク

元

気

印

ニ

ュ

ー

ス

〉

●

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

か

ら

う

れ

し

い

ニ

ュ

ー

ス

が

飛

び

こ

ん

で

来

た

。

非

核

決

議

に

よ

り

非

核

証

明

を

求

め

て

い

た

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

で

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

と

同

じ

よ

う

に

実

際

に

ア

メ

リ

カ

の

艦

船

が

入

港

で

き

な

い

事

態

が

発

生

し

た

こ

と

を

、

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

国

営

放

送

が

暴

露

し

た

の

で

あ

る

。

8
月

末

か

ら

9
月

末

に

か

け

て

、

N
A
T
o
（

北

大

西

洋

条

約

機

構

）

の

過

去

最

大

規

模

の

海

洋

兵

た

ん

線

防

衛

演

習

「

オ

ー

シ

ョ

ン

・

サ

フ

ァ

リ

85」
が

行

な

わ

れ

た

が

、

そ

の

際

、

フ

バ

ル

フ

ィ

ヨ

ル

ド

港

に

す

べ

て

の

軍

艦

が

立

寄

れ

ず

領

海

12
カ

イ

リ

の

外

に

停

泊

せ

ざ

る

を

え

な

か

っ

た

。

A
N
z
u
sに
続

い

て

N
A
T
Oの
一

角

が

崩

れ

た

。

さ

あ

次

は

安

保

？

●

今

年

6
月

、

反

ト

マ

太

平

洋

運

動

と

と

も

に

行

動

し

た

北

大

西

洋

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

(
N
A
N
)
が

、

86年
も

反

ト

マ

の

世

界

的

共

同

行

動

を

／

．

と

呼

び

か

け

て

い

る

。

日

本

で

も

多

彩

な

と

り

く

み

を

や

ろ

う

／

．

.
1
0月

17
日

、

核

ト

マ

ホ

ー

ク

搭

載

原

潜

ヒ

ュ

ー

ス

ト

ン

が

ョ

コ

ス

カ

に

入

港

。

た

だ

ち

に

、

全

国

運

動

の

梅

林

宏

道

さ

ん

、

京

都

の

吉

田

満

智

子

さ

ん

の

I

f

48

歳

コ

ン

ビ

“

が

ハ

ン

ス

ト

に

突

入

。

反

撃

の

第

一

歩

を

踏

み

出

し

た

。

『卜▽暖い虫』已匁装4号（遅刊9号）

1985年 11□20日発行頒己250円

〒112 東京都文京区春日
1-8-6 中森ビ）し2陛
電 話 03• 813 • 1953 
郵便振替東京6-136148
（口座名 トマホーワの配匪

を誓芍な／首都圏運動）

.
1
1月

2
日

、

ト

マ

喰

い

虫

の

編

集

に

参

加

し

て

い

た

大

森

克

総

さ

ん

が

急

死

。

元

気

に

ハ

ン

ス

ト

支

援

の

泊

り

込

み

を

し

て

い

た

の

に

…

…

御

冥

福

を

祈

り

ま

す

。

享

年

26歳
。

こ

の

号

の

編

集

に

参

加

し

た

人

新

倉

裕

史

、

加

納

明

、

梅

林

宏

道

、

林

夏

子

、

今

井

明

、

井

上

年

弘

、

相

馬

正

男

、

鷺

谷

真

理

子

、

大

久

保

青

志

、

大

橋

成

子

、

鈴

木

良

、

水

野

希

代

子

、

故

大

森

克

総

、

青

木

雅

彦

、

猪

股

幸

一



図解●どんな核が H 本に来てし‘るか…••• 1 
あらためでトマホークとは？」………………•e

いま及核を主張する
インタピュー●ダグラス・ラミス………•5
広島市乎和宣言批判 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • B 

特集

核の現湯を歩いて
●豊崎博光……••9

被爆40年目の日キを
訪れて●ポーリン・サーストン……12

非核の実質化にむかって•・・・・・••…...•……… •16
地域から・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

北海道／東京／ヨコスカ／上瀬谷／愛

知／美保／京都／神奈川／広島／岡山

／福岡／呉

ずし‘ひつ 井手敏彦•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··21

トマホーク・データ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

私の主張・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

「核し、ま地球は…」のできるまで
●平石元明、大川修·……••E6

読者から・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

オーストラリア、ニュージーランド

反核留学●還山法子………31

海外から●フィリピン、反トマ国際共同

行動、ノゞラオ……••32

／ゞ ッ ク・ナン／ゞー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

表紙イラスト●田島f正三

はと

ト
マ
喰
い
虫

に▽襄し＼王ごは、横

須詞の久里浜二学生万

考え出しだトマ爪ーワ

をだべてしまう三き物

て言。反←：ホーワ蓬

璽〕□)：［スコッに。

非核三原則一核兵器をつくらない・持たない
・持ち込ませない

だ力ら日本に核はない、と私だちは本当iこ偲

じてきたでしよう力。

雰竺麟瓢言］l 
(1981年 5月 ）。i
令、巡瀾核ミサイルトマホークを積んだ際子
力潜水艦ガ横須質などに入惹し、日本ガ核戦i

場となる日ガ近づいています。

核爆弾B43（上） B61（下）

＇［で

. o. 

•4: 
・ゴ•

岩国飛行場
AフEコルセアII攻撃
機、 A6Eイントルー
ダー攻撃機（核爆弾B
43、B57、B61)

佐世保海軍施設
攻撃型原子力潜水艦 □サンゼルス級、ス
タージョン級、スレッシャー級（巡航核ミサ

イ）レ1----マホーワ、対潜核□ケッド爆雷サプロ
ツワ）
航空田艦 ミッドウエイ、カールビンソン、

エンタープライズ

艦載機 A6Eインドルーダー攻撃機（核爆
弾B43、B57、B61)A 7EコルセアII攻撃
機 CB43、B57、B61) F18Aホーネット
戦闘攻撃機 CB57、B61)(86年以降配備〉
SH3Hシーキング対潜ヘリコプターCB57)
S3Aバイキング対潜跨戒機 CB57)

ノッワス級フリゲート艦、スプルアンス級駆

逐艦、チャールスFーアダムス級ミサイル駆逐
艦、リーヒ級ミサイル巡洋艦、バージニア級
原子カミサイル巡洋艦（対潜核□ケット爆雷
アスロック）
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ー沖縄
ホワイト・ピーチ地区 攻撃型原子力潜水艦 □サン
ゼルス級、スタージョン級、スレッシャー級（巡航核ミ

サイルトマホーワ、対潜核ロケット爆雷サプロック）

ノックス級フリゲート艦、スプルアンス級駆逐艇、チャ

ールスFーアダムス級ミサイル駆逐艦、リーヒ級ミサイ
）レ巡洋艦、バージニア級原子カミサイル巡洋艦（対潜核

ロケッド爆雷アスロック）
嘉手納飛行場 P3C対潜鞘戒機（核爆雷857) 852戦
略爆撃機（核爆弾853、828、861、短距離核ミサイ）レ
SRAM、空中発射巡航ミサイルAGM868)
辺野古弾薬庫 M454核砲弾（沖縄第12洒兵達隊） 核地
雷MADM、SADM（泊兵隊、陸軍特殊作戦部隊）
キャンプ拙慶覧 M454核砲弾（沖縄第12洒兵速隊）

トマホーク搭載原潜・ヒューストン

Fl6戦闘機

三沢飛行場
F16戦闘機（核爆弾B43、B57、B61)
P3C対潜鞘戒機（核爆雷B57)

横田飛行場
輸送機 C5Aギャラクシー、C141、C130E
（地対地核ミサイルラーンス）

横須賀海軍施設
攻撃型原子力潜水艦 □サンゼルス級、スタージョン
級、スレッシャー級（巡航核ミサイルトマホーク、対潜

核□ケット爆雷サプロッワ）
航空田艦 ミッドウエイ、カー）レビンソン

艦載機 A6Eイントルーダー攻撃機（核爆弾B43、B
57、B61)A7ビコルセアII攻撃機 CB43、B57、B61)
F18Aホーネット戦闘攻撃機 (B57、B61)(86年以降
配備〉 SH3Hシーキング対潜ヘリコプター (B57)
S3Aバイキング対潜鞘戒機 (B57)
ノッワス級フリゲート艦、スプルアンス級駆逐艦、チャ

ー）レスFーアダムス級ミサイル駆逐艦、リーヒ級ミサイ
ル巡洋艦、バージニア級原子カミサイル巡洋艦（対潜核

ロケット爆雷アスロッワ）

』核艦船入港の民間港
釧路、小樽、函館、八戸、横浜、熱洒、伊東、

下田、蒲郷、烏羽、小松島、松山、徳山、博

多、別府、鹿児島

C31一核通信基地（核攻撃命令システム）
ロランC 十勝太、硫黄島、南鳥島、慶佐次
オメガA 対馬
VLF送愚所依佐美
粕軍通信基地 上瀬谷、深谷、横須賀

空軍適信基地大和田、所沢、座問

ジャイアント・トーワ・ステイション
横田、嘉手納

スパイ基地 稚内、干歳、三沢、上瀬谷、淵

野辺、起辺、稟手納、普天問

＊ハ



ー
ト
マ
ホ
ー
ク
は
こ
れ
ま
で
の
核
ミ

サ
イ
ル
と
ど
こ
が
違
う
の
で
す
か
。

●
ア
メ
リ
カ
は
直
接
ソ
連
を
攻
撃
す
る

核
兵
器
と
し
て
、

I
C
B
M
（
地
上
か

ら
発
射
さ
れ
る
核
ミ
サ
イ
ル
）
や
、

S

L
B
M
（
潜
水
艦
か
ら
発
射
）
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ミ
サ
イ
ル
は

弾
道
弾
と
呼
ば
れ
、
人
工
衛
星
打
ち
上

げ
の
原
理
を
使
っ
て
大
気
圏
外
か
ら
攻

撃
す
る
も
の
で
す
。

ト
マ
ホ
ー
ク
は
巡
航
‘
‘
、
サ
イ
ル
と
呼

ば
れ
、
弾
頭
弾
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
う

飛
び
方
を
し
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
同

じ
、
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
地
を
は
う
よ
う

に
飛
ぶ
の
で
、
「
忍
者
」
の
よ
う
な
ミ

サ
イ
ル
と
書
い
た
本
も
あ
る
く
ら
い
で

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
極

東
の
同
盟
国
に
ソ
連
の
核
の
第
一
撃
を

「
吸
収
」
し
て
も
ら
い
、
ア
メ
リ
カ
本

土
が
核
攻
撃
さ
れ
る
前
に
（
こ
の
時
す

で
に
ソ
連
本
土
は
ア
メ
リ
カ
の
中
距
離

核
兵
器
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
）
、

有
利
な
条
件
で
ソ
連
と
の
「
和
平
交
渉
」

を
進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
本
士
を

攻
撃
し
た
場
合
、
ソ
連
が
米
本
士
を
核

攻
撃
を
し
な
い
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
限
定
核
戦
争
が
可
能
で

あ
る
た
め
に
は
、
全
面
核
戦
争
を
行
っ

て
も
ソ
連
が
何
も
得
る
も
の
が
な
い
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
、
つ
ま
り
、
ア
メ
リ

力
が
全
面
核
戦
争
に
も
勝
利
し
う
る
体

勢
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

び
I
の
生
き
残
り
化
や
、

S
D
I
な
ど

あらためて
トマホークとは
とんなミサイルか

は
そ
の
た
め
の
も
の
で
す
。

_
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
、
ト
マ
ホ

ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を

話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
い
く
つ
か
の
段
階
に
わ
け
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
平
時
】
ト
マ
ホ
ー
ク
は
低
空
を
飛
ぶ

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ダ
ー
に
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ト
マ
ホ
ー

ク
に
対
抗
す
る
に
は
、
ソ
連
は
莫
大
な

金
を
か
け
て
、
防
空
体
制
の
一
新
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
攻
撃
用
の
兵

器
に
つ
ぎ
込
む
資
金
が
な
く
な
り
、
ア

メ
リ
カ
の
有
位
を
確
立
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
の
沿
岸
部
に
い
る

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
が
い
つ
で
も
攻
撃
で
き

る
こ
と
を
誇
示
す
る
こ
と
で
、
ソ
連
を

脅
か
し
、
彼
ら
の
行
動
を
「
抑
止
」
す

る
こ
と
も
重
要
な
狙
い
で
す
。

【
米
ソ
が
衝
突
し
た
時
】
ソ
連
は
ま
ず
、

ト
マ
ホ
ー
ク
を
積
ん
だ
艦
船
を
攻
撃
し

よ
う
と
し
ま
す
が
、
ト
マ
ホ
ー
ク
を
積

み
う
る
艦
船
は
無
数
に
あ
る
た
め
、
実

際
に
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
、

そ
れ
に
忙
殺
さ
れ
、
他
の
空
母
等
へ
の

攻
撃
力
が
手
う
す
に
な
り
ま
す
。

【
核
戦
争
勃
発
時
】
必
要
な
目
標
の
先

制
攻
撃
。

【
全
面
核
戦
争
時
】
生
き
残
っ
た
相
手 山岳地帯を巡航飛行中のトマホーク

●
ョ
コ
ス
カ
ヘ
の
原
潜
寄
港
回
数
が
増

の
ミ
サ
イ
ル
基
地
な
ど
の
攻
撃
。

以
上
の
よ
う
に
ト
マ
ホ
ー
ク
は
様
々

な
レ
ベ
ル
で
の
使
い
方
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
ソ
連
に
心
理
的
な
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
軍
備
競
争
を
強
い

る
と
い
う
使
い
方
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は

「
核
抑
止
」
と
い
う
考
え
を
、
こ
れ
ま

で
の
報
復
と
い
う
意
味
か
ら
、
「
積
極

的
に
脅
し
を
か
け
て
政
治
、
軍
事
的
な

目
的
を
達
成
す
る
」
と
い
う
意
味
に
重

点
を
お
い
て
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

核
戦
争
の
危
険
を
お
か
し
て
も
ソ
連
の

行
動
を
「
抑
止
」
し
よ
う
と
す
る
わ
け

で
す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
は
、
平
時
に
お
い

て
核
戦
争
の
危
機
を
作
り
出
す
兵
器
な

の
で
す
ね
。

|
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
で
、
私
た
ち

の
ま
わ
り
で
ど
う
い
う
変
化
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

3
 

肉砂lTL~｀う
蒻和噂謬リ乙
し～午たも¥--t(.'c,ぶ‘

う
と
言
っ
て
も
お
お
げ
さ
で
は
な
い
の

で
す
。

_
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
は
な
ぜ
日
本
に
寄

港
す
る
の
で
す
か
。

●
ト
マ
ホ
ー
ク
が
狙
う
極
東
の
ソ
連
渾

事
基
地
の
位
置
と
射
程
を
考
え
れ
ば
、

発
射
海
域
は
日
本
の
近
海
に
な
り
ま
す
。

出
撃
、
補
給
、
作
戦
基
地
と
し
て
ヨ
コ

ス
カ
な
ど
が
拠
点
化
さ
れ
る
の
は
必
然

で
す
ね
。

I
日
本
の
近
海
か
ら
、
ト
マ
ホ
ー
ク

は
何
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

●
命
中
精
度
の
よ
さ
と
威
力
（
広
島
型

原
爆
の
1
5
倍
）
か
ら
考
え
て
、
ソ
連
の

核
ミ
サ
イ
ル
の
サ
イ
ロ
や
司
令
部
な
ど
、

核
爆
発
に
も
耐
え
る
よ
う
な
軍
事
目
標

が
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
丈
夫
に

作
ら
れ
た
サ
イ
ロ
で
も
、
真
上
で
核
爆

発
を
起
こ
さ
れ
れ
ば
地
面
と
い
っ
し
ょ

に
蒸
発
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
相
手
が
、
、
、
サ
イ

え
る
以
外
は
、
私
た
ち
の
目
に
つ
く
よ

う
な
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
で
す
ね
。

ヨ
）
ロ
ッ
。
ハ
と
ち
が
っ
て
極
東
で
は
、

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
は
主
に
潜
水
艦
の

た
め
、
そ
の
実
態
が
な
か
な
か
見
え
て

こ
な
い
か
ら
で
す
。
た
だ
ト
マ
ホ
ー
ク

の
配
備
と
連
動
し
た
ア
メ
リ
カ
の
極
東

で
の
核
戦
争
計
画
は
着
々
と
進
展
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
。

【
日
米
共
同
作
戦
の
激
化
】
中
曽
根
首

相
は
海
上
自
衛
隊
が
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
や

空
母
の
護
衛
を
や
る
、
と
公
言
し
て
い

ま
す
が
、
そ
う
し
た
極
東
で
の
軍
事
的

な
緊
張
が
高
ま
る
こ
と
は
、
米
日
、
ソ

連
双
方
の
軍
事
演
習
を
激
化
さ
せ
、
そ

れ
が
ま
す
ま
す
、
相
手
側
の
軍
事
的
緊

張
を
高
め
る
と
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い

っ
て
い
き
ま
す
。

【
在
日
米
軍
基
地
の
強
化
】
ヨ
コ
ス
カ

や
佐
世
保
、
厚
木
な
ど
の
海
軍
基
地
が

強
化
さ
れ
る
の
は
「
必
然
」
で
す
が
、

相
模
補
給
廠
な
ど
の
陸
軍
の
基
地
も
ま

た
強
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
発
表
に
な
っ
た
、
ヨ
コ
ス
カ
・
上

瀬
谷
（
横
浜
）
に
核
戦
争
の
際
に
も
耐

え
る
艦
隊
指
揮
セ
ン
タ
ー
を
作
る
な
ど
、

核
戦
争
時
の
指
揮
、
通
信
を
行
う

C

I

機
能
の
強
化
も
動
き
出
し
ま
し
た
。

解
説
④
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
阻
止
京

都
連
絡
会
構
成
④
編
集
部

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
巡
航
‘
‘
、
サ
イ
ル
は

開
発
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
射
程
が
長
く
（
二
五

O
O
K
m
)
、

命
中
精
度
が
高
い
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
ト

マ
ホ
ー
ク
が
初
め
て
で
す
。

ー
こ
れ
ま
で
も
日
本
に
は
多
く
の
核

兵
器
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
そ
れ
と
の
違
い
は
。

●
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
核
兵
器

は
大
き
く
わ
け
て
、
空
母
の
艦
載
機
が

積
む
核
爆
弾
と
、
対
潜
水
艦
用
の
核
魚

雷
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
術
核
兵
器

と
い
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
積
ん
だ
艦

船
が
ヨ
コ
ス
カ
に
寄
港
し
て
も
、
そ
こ

か
ら
た
だ
ち
に
発
射
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
ト
マ
ホ
ー

ク
は
二
五

O
O
K
m
も
飛
ぶ
の
で
す
か
ら
、

ョ
コ
ス
カ
か
ら
発
射
し
て
も
ソ
連
の
内

陸
部
に
到
達
し
ま
す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
搭

載
艦
船
の
寄
港
に
よ
っ
て
、
日
本
の
港

が
戦
略
核
の
発
射
基
地
に
な
っ
て
し
ま

ル
を
発
射
し
た
後
の
サ
イ
ロ
を
攻
撃
し

て
も
何
ん
の
意
味
も
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
ゆ
っ
く
り
、
し
か
し
確
実
に
と
い

う
ト
マ
ホ
ー
ク
が
、
先
制
攻
撃
用
の
兵

器
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

ー
ト
マ
ホ
ー
ク
は
限
定
核
戦
争
用
の

兵
器
だ
と
よ
く
聞
く
の
で
す
が
、
い
っ

た
い
ど
う
し
て
限
定
核
戦
争
が
可
能
な

の
で
し
ょ
う
か
。

●
限
定
核
戦
争
と
い
う
言
葉
に
は
い
く

つ
か
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の

場
合
は
、
核
戦
争
の
戦
場
を
限
定
す
る
、

と
い
う
意
味
で
す
ね
。

8
0
年
代
に
は
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
。
ハ
ー
シ
ン
ダ

11
や
G

L

C

M
（
地
上
発
射
用
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・

基
本
的
に
ト
マ
ホ
ー
ク
と
同
じ
）
な
ど

の
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
こ

と
を
決
め
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国

を
聖
域
と
し
て
、
欧
州
で
核
戦
争
を
始

め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
高

2
 



い
ま
の
日
本
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に

お
感
じ
に
な

っ
て

い
る

で
し
ょ

う

、。ヵラ
ミ
ス

い
ち
ば
ん
簡
単
な
言
い
方
は

ね
、
戦
後
時
代
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
い

う
発
想
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
多
分
実
現
す
る
か
も
知
れ
な
い
ね
。

で
次
の
時
代
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
命
名

す
れ
ば
い
い

か
と
い
う
と
、
戦
前
時
代

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
あ

き
ら
め
ち
ゃ
う
と

い
う
意
味
じ
ゃ
な
く

て
ね
、
状
態
と
し

て
い
う
と
戦
前
状
態

と
言
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。

I
ど
う
し
て
そ
う
お
感
じ

に
な
る

の
で
す
か
。

ラ

ミ

ス

い

く
つ
か
客
観
的
な
事
実
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
自
衛
隊
の

役
割
は

侵
略
の
た
め
じ
ゃ
な
く
て
日
本
を
守
る

た
め
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
世

H衛隊は憲法9条の中に人っちゃって
それを含めて平和なんだ…

ダグラス・ラミス
津田塾大学教授

臣
与
辻
説
爽
ヨ
コ
ス
オ
）

ー
ー
＇

ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
は
平
和
と
い
う
幻
想

被
爆
4
0
年
、
敗
戦
4
0
年
を
迎
え
た
。
ち
ょ
う
ど
こ

の
節
目
の
時
期
に
、
日
本
の
反
核
運
動
は
根
本
的
な

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
：
・
・
:
0

原
水
爆
禁
止
運
動
が
、
広
島
、
長
崎
の
惨
事
を
た

え
ず
過
去
の
瞬
間
に
引
き
も
ど
し
て
訴
え
て
来
た
こ

と
に
対
す
る
反
省
は
、
ま
ず
日
本
の
加
害
者
性
を
告

発
し
、
被
害
者
意
識
に
終
ら
な
い
運
動
の
思
想
を
生

み
出
す
努
力
と
し
て
現
わ
れ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
核
戦
略
に
そ
っ
た
急
速
な
日
本
の
箪
拡
と
日
米
庫
事

協
力
体
制
の
強
化
が
進
行
し
て
い
る
い
ま
、
日
本
の
反

核
運
動
は
あ
ら
た
な
質
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
害
者
性
の
確
認
が
、
恩
想
レ
ベ
ル
の
確
か
さ
を

生
む
反
面
て
問
題
を
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
て
自
己
完
結

さ
せ
が
ち
な
弊
害
を
ど
う
克
服
す
る
か
。
思
想
の
確
か

さ
が
現
実
の
リ
ア
ル
な
政
治
の
力
の
豊
か
さ
と
強
さ

を
生
み
出
す
道
筋
は
何
か
。
こ
の
観
点
か
ら
新
ら
し

く
起
き
つ
つ
あ
る
非
核
自
治
体
運
動
の
土
俵
に
ど
の

よ
う
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
て
き
る
か
。
特
集
の
中

て
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
…
…
。

論
が

み
と
め
て
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
同

時
に
、
。
ハ
キ
ス
タ
ン
の

人
か
日
本
を
ェ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
ア

ニ
マ
ル
と
言
っ
て
ま
す
が
、

そ
う
い
う
発
想
も
日
本
人
の
多
く
は
認

め
て
い
ま
す
。
経
済
中
心
国
と
い
う
ふ

う
に
ね
。
そ
の
日
本
経
済
は
ど
こ
に
あ

る
か
っ
て

い
う
と
国
内
だ
と
は
限
ら
な

い
よ
ね
。
そ
れ
も
み
ん
な
認
め
て
る
わ

け
よ
ね
。
日
本
国
経
済
は
韓
国
に
も
あ

る
し
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
に
お
い
て
も
あ
る

直
●196亙7眠6日梵下約190(!l渥畷誌}；，
水繰芍` ら(104kt)にあて作ら‘勾酌L9-。
息太深ぷ96/TL晶譴径ぅ84厄（ネ（怜` ：198o)

し

，
 

ぐ

£
夕
4
公

x冬
『

A
.

9

t
'.I・

酌．

8
6ヒ
〇
｀
芝
・
せ
た
女

し
、
だ
か
ら
そ
の
守
る
べ
き
日
本
と
い

う
の

は
、
日
本
国
内
に
あ
る

と
は
限
ら

な
い
。
だ
か
ら
日
本
を
守
ろ
う
と
思
っ

た
ら
、
い
つ
か
外
国
で
守
ら
な
い
と

い

け
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
企
業
と
か
投

資
と
か
、
そ
う
い
う
客
観
的
な
状
況
に

な
っ
て
ま
す
。
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ラ
ミ
ス
憲
法
の
話
に
も
ど
り
ま
す
と
、

第
―
―
一
番
目
の
機
能
と
い
う
の
は
、
実
現

す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

今
ま
で
に
あ
っ
た
も
の
を
守
る
と
言
う

ん
じ
ゃ
な
く
て
ね
、
ま
だ
や
っ
て
な
い

こ
と
を
や
っ
て
み
る
、
と
い
う
役
目
を

果
す
可
能
性
は
、
少
な
く
と
も
言
葉
の

中
に
入
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

第
9
条
と
憲
法
の
前
文
は
別
々
に
切
り

は
な
せ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

書
い
て
あ
る
の
は
、
日
本
国
は
軍
事
力

じ
ゃ
な
く
て
、
世
界
の
平
和
主
義
の
先

頭
に
立
っ
て
、
国
と
し
て
ね
、
世
界
の

平
和
主
義
運
動
を
国
策
と
し
て
進
め
る

と
、
そ
う
い
う
事
が
書
い
て
あ
る
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
国
家
と
し
て
ひ
と
つ

の
平
和
勢
力
に
な
る
、
そ
う
い
う
風
に

書
い
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
い
ま

ま
で
の
歴
史
の
中
で
誰
も
や
っ
て
み
た

こ
と
も
な
い
、
も
の
す
ご
い
冒
険
的
な

革
命
宣
言
だ
／
憲
法
は

と
き
に
、
つ
く
づ
く
と
そ
う
い
う
経
験

を
し
て
い
ま
す
。
ど
っ
ち
か
悪
い
っ
て

い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
ね
。
も
う
、
次

の
世
代
が
ね
、
自
分
の
体
験
と
考
え
方

で
、
自
分
の
平
和
主
義
を
作
る
こ
と
が

必
要
な
ん
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
場
合
な
ん
か
も
、
過
去
の
記
憶
に

よ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
平
和
運
動

や
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
に
つ
い
て
、
感

つ
づ
け
る
こ
と
の
意
味
は

ラ
ミ
ス
別
の
次
元
で
す
が
、
た
と
え

ば
軍
事
費
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
枠
を
突
破

す
る
と
言
う
と
、
今
か
ら
危
機
が
始
ま

る
と
か
、
今
ま
で
は
平
和
主
義
だ
っ
た

ん
だ
け
れ
ど
も
、
今
年
か
ら
は
平
和
主

義
で
な
く
な
る
と
か
い
う
言
い
方
が
あ

る
の
ね
。
今
ま
で
の
右
傾
化
は
全
部
認

め
る
わ
け
。
そ
う
な
る
と
、
平
和
主
義

が
ね
、
政
府
を
止
め
る
力
に
な
ら
な
い

部
分
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

憲
法
9
条
は
い
ろ
ん
な
働
き
を
し
て

い
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
よ
く
な
い
も

の
も
あ
る
よ
ね
。
つ
ま
り
今
は
平
和
な

ん
だ
と
い
う
幻
想
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
自
衛
隊
は
第

9
条
の
中
に
入
っ
ち
ゃ
っ
て
る
わ
け
で
、

℃

':
1ir

-
r
9』

そ
れ
を
含
め
て
平
和
な
ん
だ
と
。

核
に
関
す
る
考
え
方
も
そ
う
な
ん
で

す
け
ど
、
ラ
ロ
ッ
ク
発
言
が
あ
る
と
驚

い
た
り
怒
っ
た
り
す
る
ん
だ
よ
ね
。
ひ

と
月
く
ら
い
大
騒
ぎ
が
あ
っ
て
、
そ
し

て
ま
た
静
か
に
な
っ
て
、
こ
ん
ど
は
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
発
言
が
あ
る
と
、
ま
た
驚

く
わ
け
。
で
も
考
え
て
み
た
ら
核
は
あ

る
の
が
当
り
前
で
し
ょ
う
と
言
っ
た
ら

ね
、
あ
あ
あ
る
で
し
ょ
う
、
と
否
定
し

な
い
ん
で
す
ね
。
何
か
暴
露
が
あ
れ
ば

怒
る
け
れ
ど
も
、
ふ
だ
ん
は
ま
あ
、
あ

る
で
し
ょ
う
と
い
う
意
識
な
ん
で
す
よ

ね
。
何
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
な
ん
か
の

二
重
思
考
な
ん
で
す
ね
。
非
常
に
う
ま

く
自
民
党
が
作
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

何
か
核
が
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
、

段
々
と
み
ん
な
慣
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

で
驚
き
が
段
々
に
へ
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
と
同
時
に
形
式
と
し
て
非
核
―
―
―
原

こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
思
え
ば
、
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
社
会
革
命
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
つ
ま
り
、
日
本
の
世
論
だ
け
で

は
な
く
て
社
会
構
造
そ
の
も
の
を
変
え

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。

ー

そ

の

立

場

を

一

口

で

言

う

と

ど

う
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ラ
ミ
ス
憲
法
は
、
平
和
主
義
革
命
宣

言
だ
、
そ
う
い
う
風
に
考
え
る
と
前
向

き
で
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
だ
選
挙
で
何
ナ
ニ
党
に
投
票
し

て
、
何
ナ
ニ
党
が
半
年
で
自
衛
隊
を
な

く
す
と
か
ね
。
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
自
衛
隊
を
な
く
す
勢
力
を
つ
く
ろ

う
と
思
っ
た
ら
ね
、
そ
の
勢
力
に
よ
っ

て
全
然
別
の
日
本
に
な
っ
て
い
か
ざ
る

を
え
な
い
。
憲
法
を
革
命
宣
言
と
し
て

使
え
ば
、
と
っ
て
も
い
い
政
治
運
動
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ー

憲

法

の

中

に

は

、

天

皇

制

の

よ

う
に
よ
く
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
ミ
ス
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
憲
法

の
中
に
革
命
宣
言
が
入
っ
て
い
る
と
か
、

憲
法
を
革
命
宣
言
と
し
て
使
う
と
か
、

何
か
う
ま
い
言
い
方
が
な
い
で
す
か
ね
。

自
分
の
平
和
主
義
を
つ
く
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
活
動
家

が
、
2
0
日
間
ほ
ど
日
本
を
歩
い
て
、
帰

り
際
に
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
、

日
本
の
反
核
運
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
だ
と
頭
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。
非

核
三
原
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
多
く

の
人
が
言
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
い
て
何

も
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
な
い
と
…
…
。

ラ
ミ
ス
そ
う
い
う
状
態
の
中
で
、
憲

法
第
9
条
は
何
な
の
か
っ
て
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

―
つ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
、
非

常
に
悪
い
機
能
を
果
し
て
い
る
側
面
が

あ
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
第
9
条
が
い

ち
ど
も
実
現
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、

そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
幻
想
を

想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

ラ
ミ
ス
そ
の
辺
で
の
僕
の
感
想
は
、

ま
わ
り
の
人
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
何
で
人
が
集
ま
ら
な

い
ん
だ
ろ
う
か
と
、
感
じ
る
わ
け
。
よ

く
金
太
郎
あ
め
現
象
と
言
っ
て
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
同
じ
人
だ
と
い
う
、
そ
れ

も
感
じ
ま
す
。
6
0
年
安
保
世
代
と
7
0
年

学
園
闘
争
世
代
の
中
に
、
な
か
な
か
治

ら
な
い
奴
が
何
人
か
い
て
（
笑
い
）
、

そ
の
人
た
ち
が
ず
ー
っ
と
死
ぬ
ま
で
や

っ
て
る
わ
け
よ
ね
。
僕
自
身
も
そ
う
だ

と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
、
本
当
に
社
会
が

変
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
る

運
動
に
一
回
参
加
す
れ
ば
、
な
か
な
か

治
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

よ
ね
。そ
う
い
う
世
代
は
、
す
ご
く
歴
史
的

な
影
響
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
、
で

も
や
っ
ぱ
り
そ
れ
も
次
の
世
代
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
個
人
と
し
て
は
伝
わ
っ

て
い
る
人
が
居
ま
す
け
ど
、
一
般
の
常

識
は
そ
れ
と
全
然
ち
が
う
…
…
。

あ
る
意
味
で
ね
、
自
民
党
の
政
策
は

成
功
し
て
る
訳
よ
ね
。
い
く
ら
少
数
者

が
こ
れ
は
平
和
じ
ゃ
な
く
て
戦
争
な
ん

だ
っ
て
言
っ
て
も
ね
、
戦
争
と
ち
が
う

ん
だ
ね
。
日
本
国
内
は
平
和
な
ん
で
す
。

そ
し
て
、
わ
り
と
楽
し
い
生
活
し
て
る

ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
対

前
向
き
で
圃
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

そ
う
い
う
風
に
考
え
る
と

怠
法
は
、
平
和
主
義
・
革
命
宜
言
だ

則
が
生
き
て
る
は
ず
で
し
ょ
。

政
策
と
し
て
…
…
。

政
府
の

生
み
出
し
て
い
る
。
非
核
原
則
じ
ゃ
な

く
て
非
核
幻
想
を
つ
く
る
よ
う
な
役
割

り
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
あ
と
二
つ
の
機
能

が
可
能
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
一

つ
は
可
能
と
言
う
よ
り
す
で
に
果
し
て

い
る
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
憲
法
は

確
か
に
日
本
の
軍
事
費
や
自
衛
隊
の
カ

を
減
ら
し
て
い
る
と
思
う
ん
だ
ね
。
満

足
で
き
る
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
け
ど
事
実
で

し
ょ
う
ね
。
軍
事
費
が
増
え
る
速
度
が

ね
、
速
い
速
い
と
言
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、

あ
る
程
度
歯
止
め
を
か
け
て
る
と
思
う

ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
に
、
日
本
政
府
が
そ

ん
な
に
簡
単
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
か
韓
国

と
か
に
自
衛
隊
を
出
せ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

自
衛
隊
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
送
っ
た
ら
日

本
の
世
論
が
ど
う
な
る
か
っ
て
こ
と
は
、

ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ん
な

い
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
政
府
は
簡
単
に

は
試
せ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ

の
意
味
で
憲
法
9
条
は
弱
く
な
っ
て
い

る
ん
だ
け
れ
ど
も
働
い
て
い
る
…
…
。

|

若

い

人

た

ち

に

ど

ん

ど

ん

弱

く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
…
・

:

0

ラ
ミ
ス
さ
き
ほ
ど
も
言
っ
た
こ
と
で

す
け
ど
、
過
去
の
体
験
に
も
と
づ
い
た

平
和
主
義
を
、
次
の
世
代
に
言
葉
で
伝

え
よ
う
と
す
る
の
は
、
う
ま
く
い
か
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
大
学
で
教
え
て
い
る

し
て
ね
、
罪
の
意
識
を
持
た
せ
よ
う
と

思
っ
て
も
、
そ
う
い
う
お
説
教
は
最
終

的
に
通
用
し
な
い
。
そ
こ
で
み
ん
な
悩

ん
で
い
る
。
私
も
新
し
い
答
え
も
っ
て

る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
一
緒
に
悩
ん
で

い
る
ん
で
す
ね
。

い
ま
の
政
策
が
、
こ
れ
ま
で
は
う
ま

く
行
っ
て
る
と
言
い
ま
し
た
け
ど
、
い

つ
も
こ
ん
な
比
喩
を
思
い
出
す
ん
で
す

ね
。
ビ
ル
の
上
か
ら
飛
べ
る
と
思
っ
て

ね
、
人
が
飛
び
降
り
た
わ
け
よ
ね
。
そ

し
て
、
ず
ー
っ
と
落
ち
て
る
よ
ね
。
ビ

ル
の
5
0
階
と
か
4
0
階
と
か
通
り
過
ぎ
て

も
、
飛
び
降
り
て
い
る
本
人
は
、
ま
だ

「
大
丈
夫
だ
、
大
丈
夫
だ
」
「
飛
ん
で

る
、
飛
ん
で
る
」
っ
て
。
つ
ま
り
、
最

後
の
瞬
間
ま
で
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん

だ
よ
ね
（
笑
い
）
。
最
後
だ
け
、
ち
ょ

っ
と
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う
平

和
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
、
い
ま
ま
で
の

平
和
は
。

4
0
年
間
平
和
が
続
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
い
ま
ま
で
の
平
和
論
か
ら
言
う
と
、

た
い
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
自
民
党
は
成

功
し
て
る
わ
け
。
し
か
し
、
い
ま
の
核

時
代
に
は
そ
れ
じ
ゃ
足
り
な
い
。
そ
う

い
う
平
和
論
が
根
本
的
に
違
っ
て
い
る

ん
だ
ね
。
日
本
国
憲
法
は
、
そ
こ
を
根

本
か
ら
違
っ
た
風
に
書
い
て
あ
る
と
思

7
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▲ マーシ衣 ル諸島エニウェトク環鴎で、1948~58年まで
行なわれた43回の核実類のうちのひとつ原爆「カクタス」
(18キロトン）でつくられたクレーター0(1978年撮影）

被
曝
者
が
生
ま
れ
る

”核“

の
す
べ

豊
崎
博
光
ヵ
メ
ラ
マ
ン

被
爆

40
年
、
そ
の
日
本
で
防
衛
費
一

パ
ー
セ
ン
ト
枠
の
突
破
、
靖
国
公
式
参

拝
が
進
行
す
る
；
：
：
。
広
島
内
部
で
昨

年

8
月

6
日
に
出
さ
れ
た
こ
の
告
発
の

一
文
を
多
く
の
人
々
に
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
こ
の
＿
文
は
英
語
、
朝
鮮
語
、

ド
イ
ツ
語
に
も
訳
さ
れ
、
広
島
に
集
ま

っ
た
多
く
の
人
々
に
配
ら
れ
た
。
同
じ

グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
、
今
年
の

8
月

6

日
、
「
私
た
ち
の
平
和
宣
言
」
を
発
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
の
平
和
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
が
8
月
6

日
に
広
島
市
長
か
読
み
あ
げ
る
「
平
和

宣
言
」
で
す
。
皆
だ
ま
っ
て
聞
き
、
う

な
ず
き
、
新
聞
に
は
大
き
く
掲
載
さ
れ
、

各
区
役
所
に
は
年
中
は
り
だ
さ
れ
て
い

る
の

で
す
が
、
あ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
あ
れ
は
セ
レ
モ

ニ
ー
だ
か
ら
誰

核
の
現
場
を
歩
く
き
っ
か
け
は
、

9
7
8
年
3
月
の
グ
ア
ム
島
の
ア
ン
ダ

ー
ソ

ン
米
軍
基
地
の
取
材
で
し
た
。

B

5
2
の
同
乗
取
材
で
グ
ア
ム
島
に
行
っ
た

時
、
『
。
ハ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ

ィ
リ
ー
ニ

ュ
ー
ス
』
と

い
う
新
聞
に
、
ビ
キ
ニ
の

人
び
と
が
残
留
放
射
能
の
汚
染
に
よ
っ

て
島
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

記
事
が
載
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
＂
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
こ
よ
う
や
“
と

い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
行
っ
て
現
実
を

見
る
と
、
1
9
4
6
年
か
ら
5
8
年
ま

で
の
核
実
験
の
影
響
で
、
2
0
年
た
っ
て

も
放
射
能
が
あ
る
。

そ
れ
が
島
を
汚
染

し
、
魚
も
ヤ
シ
の
実
も
汚
染
し
、
島
に

帰
っ
た
人
た
ち
を
汚
染
す
る
。
そ
う
い

う
現
実
を
見
た
時
に

11

核
“
と
い
う
も

の
は
広
島
、
長
崎
だ
け
を
起
点
に
考
え

て
の
段
階
で

核
の
現
場
を

歩
い
て

』

， 
心w. 』0”竺：
8・6ヒロシマでダイ・インが行なわれた
（写真飯田典子）

う
ん
だ
よ
ね
。

ー
！
ー

運
動
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案

が
あ
れ
ば
し
て

下
さ
い。

ラ
ミ
ス

私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

悩
ん
で
い
る
だ
け
で
い
い
解
決
策
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
運
動
っ
て
、

つ
く

れ
る
も
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う

い
う
技
術
は
な
い
。
予
測
で

き
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
ワ
ー
ッ
と
起
っ
ち
ゃ
う
も

ん
だ
よ
ね
。

だ
け
ど
、
い
ま
あ
る
運
動
の
組
織
を

守
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
だ
ね
。

も
文
句
を
言
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

私
達
は
あ
の
「
平
和
宣
言
」
に
次
の

よ
う
な
重
大
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
の

で
す
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
下
さ
い
。

．
 

1
、
世
界
に
向
か
っ
て
核
廃
絶
を
訴

え
な
が
ら
、

な
ぜ

日
本
が
ア
メ
リ
カ

ぷ
n

運
動
の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
組
織
を
守

っ
て
ね
、
少
し
ず
つ
増
や
す
こ
と
も
、

も
の
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
。
そ
う
い

う
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

日

本
は
何
も
か
も
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。
平
凡
だ
け
れ
ど
も
、
今
や
っ
て
い
る

の
核
の
傘
の
下
に
あ
る
こ
と
を
拒
否

し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

2
、
世
界
に
軍
縮
を
訴
え
な
が
ら
、

な
ぜ
日
本
の
軍
備
増
強
に
は

一
言
も

ふ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

自
分
は
武
器
を
た
め
こ
み
な
が
ら
、

他
に
向
か
っ
て
軍
縮
が
言
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

3
、
昨
年
は
バ

ー
シ
ン
グ

I
l
の
西
欧

配
備
を
批
判
し
て
い
ま
し

た
の
で
、

こ
と
を
続
け
る
意
味
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

ダ

グ

ラ

ス

・

ラ

ミ

ス

1

9
3
6
年

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生
ま
れ
。
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
政
治
思
想
史
を
学
ぶ
。

現
在
、
津
田
塾
大
学
教
授
。
著
書
、
『
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー

と
し
て
の
英
会
話
』
他
。

今
年
は
当
然
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
日
本

近
海
配
備
と
日
本
寄
港
は
拒
否
な
さ

る
で
し
ょ
う
。
期
待
し
て
い

ま
す
よ
。

荒
木
市
長
。

4
、
日
本
は
「
唯
一
の
被
爆
国
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
太
平
洋
を
は
じ

め
核
実
験
に
利
用
さ
れ
た
土
地
の
人

々
は
皆
、
被
バ
ク
に
う
め
い
て
い
ま

す
。
彼
ら
と
の
連
帯
な
し
に
核
問
題

は
語
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

現
在
の
こ
の
日
本
で
原
発
に
よ
る
ヒ

バ
ク
シ
ャ
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

と
に
か
く
、
今
ま
で
の

「
平
和
宣
言
」

が
ま
こ
と
に
怪
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
お
わ
か
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
平
和
宣
言
」
を
私
達
の
手
に
と
り

も
ど
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
本
当

の
叫

び
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1
9
8
4
年
8
月
6
日

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
戦
争
へ
の
道
／

ひ
ろ
し
ま
講
座

，
 

8
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の
島
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
と
同
じ
時

間
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
時
間
も
奪

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
が
金
曜
日
で
あ
れ
ば
、
ク
エ
ゼ
リ

ン
環
礁
は
木
曜
日
。
同
じ
島
の
な
か
で

同
じ
人
が
住
ん
で
い
て
も
、
丸

一
日
お

く
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
ま

で
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
の
弾
道
を
捕
捉
す

る
た
め
の
レ

ー
ダ

ー
基
地
が
た
く
さ
ん

ク
エ
ゼ
リ
ン
環
礁
に
あ
り
、
そ
れ
が

S

D
I
研
究
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

太
平
洋
で
は
、
パ
ラ
オ
が
非
核
憲
法

を
つ
く
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
も
非
核
憲

法
を
も
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
3
月
に

は
、
サ
イ
パ
ン
が
非
核
島
宣
言
を
出
し
、

ク
エ
ゼ
リ
ン
環
礁
の

”
時
間
“

核
実
験
が
称
う

て
い
い
も
の

か
。
つ
ま
り

”
核
“
の
被

害
は
す
べ
て
、
そ
こ
で
終
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
頭
の
中
に
あ

っ
た。

し
か

し
、
被
爆

（
曝

）
の
実
相
が
全
部
語
ら

れ
て
来
た
ん
だ
ろ
う
か
？
と

い
う

こ
と

と
、
2
0
年
た

っ
て
も
”
核
“
の
影
響
が

つ
づ
い
て
い

る
そ
の
時
間
の
長
さ
に
、

太
平
洋
の
島
々
を
歩
い
て
気
が
つ
い
た
。

8
0
年
4
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
「
放
射

線
犠
牲
者
市
民
公
聴
会
」

が
開
か
れ
た
。

そ
こ

で
は
、
被
爆
兵
士
、
核
実
験
場
の

風
下
の
人
、
ウ
ラ
ン
採
掘
で
被
曝
し
た

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
治
療
用
の
放
射
線
を

浴
び
す
き
た
患
者
、
看
護
婦
、
医
師
な

ど
幅
広
く
の
人
び
と
が
証
言
を
し
て
い

た
。
こ

の
8
0
年
の
ア
メ
リ
カ

の
旅
で、

ぼ
く
は

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

や
ス

リ
ー
マ
イ

ル
島
原
発
な
ど
、
の

ぞ
け
る
所
は
の
ぞ

い
て
来
た
。

そ
し
て
＂
核
“
の
全
て
の

段
階
で
被
曝
者
が
生
ま
れ
る
。
し
か
も
、

そ
れ
が
、
そ
の
部
分
で
終
わ
ら
ず
、
継

続
し
て
彼
ら
は
病
気
に
苦
し
む
。

．．．．．． 

7
8
年
マ
ー
シ
ャ
ル
、
8
0
年
ア
メ
リ
カ

日
本
の
広
島
、
長
崎
の
被
爆
体
験
か

ら
原
水
禁
運
動
が

「
被
爆
者
を
二
度
と

つ
く
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

す
べ
て
の
核
を
拒
絶
す
る
し
か
な
い
。

原
発
を
い
か
に
安
全
に
し
て
も
、
核
燃

料
の
製
造
段
階
か
ら
被
曝
者
を
生
ん
で

い
る
。
被
曝
を
防
ぐ
の
は
、
ほ
と
ん
ど

不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
人
間

が
か
か
わ
る
以
上
は
、
誰
か
が
被
曝
者

に
な
る
わ
け
で
す
。
核
開
発
は
、
膨
大

な
被
曝
者
を
再
生
産
す
る
。
そ
れ
も

1

9
4
0
年
代
か
ら
5
0
年
代
の
被
噛
者
の

病
状
が
や

っ
と
7
0
年
代
か
ら
8
0
年
代
に

か
け
て
見
え
て
き
た
。
だ

か
ら
、
2
0
世

紀
末
に
は
、
別
の
被
曝
者
が
ワ
ッ
と
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

取
材
に
よ
く
行
く
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島

の
ほ
ぼ
真
中
に
ク
エ
ゼ
リ
ン
現
礁
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

I

C

B
M
や

M
X
ミ
サ
イ
ル
の
実
験
場
で
す
。

ア
メ
リ
カ
本
土
の
バ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空

バ
ヌ
ア
ツ
は
非
核
国
家
宣
言
を
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
非
核
の
立
場
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。
8
月
6
日
に

「
サ
ウ
ス

．
、゚

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
南
太
平
洋
の
非
核
地
帯
化
条
約
を

つ
く
り
ま
し
た
。

そ
う

い
っ
た
形
で
の
非
核
構
想
は
、

核
兵
器
、
核
実
験
、
核
廃
棄
物
の
投
棄

貯
蔵
、
す
べ
て
を
禁
止
し
、
な
お
か
つ

部
分
的
に
は
、
核
動
力
の
飛
行
機
、
艦

船
の
領
空
、
領
海
の

侵
犯
、
通
過
も
認

め
な
い
と
い
う
形
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

本
来
な
ら
、
こ
う
い
う
非
核
構
想
は

日
本
が
す

べ
き
だ

っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

し
か
し
、
悲
し
い
か
な
わ
が
国
は
、
被

か
、
ほ
く
を
決
定
的
に
変
え
て
し
ま
っ

こ。t
 

非
核
太
平
洋
に
つ
な
が
る

軍
甚
地
か
ら
ク
エ
ゼ
リ
ン
燦
礁
に
む
け

て
、
、
、
サ

イ
ル

が
打
ち
込
ま
れ
る
わ
け
で

す
。
距
離
は
直
線
に
し
て
6
4
0
0
k
r
n

か
ら
7
0
0
0
k
m
で
、
ア
メ
リ
カ
北
部

か
ら
北
極
廊
経
由
で
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の

距
離
と
同
じ
で
す
。

ク
エ
ゼ
リ
ン
環
礁
で
は
、
こ
の
実
験

に
よ

っ
て
島
民
た
ち
の
基
本
的
な
生
活

環
境
を
奪
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く

時
間
さ
え
奪
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

爆
体
験
を
も
ち
な
が
ら
、
せ
い
ぜ
い
非

核
三
原
則
し
か
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
運
動
が
、
憲

法
9
条
と
そ
の
理
念
、
広
島
、
長
崎
の

体
験
の
こ
の
二
つ
だ
け
の
空
ま
わ
り
を

し
て
き
た
ん
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は

ど
っ
か
慣
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い

か
。
む
し
ろ
、
は
る
か
に
非
核
化
を
つ

づ
け
る
太
平
洋
の
人
び

と
に
力
が
あ
っ
た
こ

と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
日
本
も
い

ま、

こ
こ
で

や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
ん

で

す
ね
。

南
太
平
洋
の

11ヵ

国

と
地
域
が
あ
れ
だ
け
広

大
な
、

つ
ま
り
赤
道
よ

り
南
は
ほ
と

ん
ど
非
核

地
域
で

あ
る
と
宣
言
を

し
て

い
る
わ
け
で
す
。

南
極
は
南
極
条
約
で
非

核
地
域
に
な

っ
て

い
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
国
際
日
付
変
更

線
の
す
ぐ
西
側
に
あ
っ
て
、
世
界
で
最

初
に
日
の
出
が
は
じ
ま
っ
て
、
そ
こ

か

ら
西

へ
ま
わ
っ
て
行
く
。

一
方
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
バ
ン
デ
ン
バ
ー
ン
空
軍

基
地
は
西
海
岸
に
あ
り
、
相
当
な
時
間

差
が
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
ミ
サ
イ
ル

の

弾
道
を
捕
捉
し
計
算
す
る
時
は
、
こ

の

時
差
を
入
れ
る
と
め
ん
ど
く
さ
い
わ
け

で
す
よ
。
そ
れ
で
、
ク
エ
ゼ
リ
ン
現
礁

戦
後
の
原
水
禁
運
動
を
や

っ
て
き
た
運

動
体
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
て

き

た
国
民
を
ふ
く
め
て
日
本
の
責
任
だ
と

思
い
ま
す
。

や
は
り
、
日
本
人
は
核
に
関
す
る
緑

細
さ
、
軍
事
戦
略
に
対
す
る
鏃
細
さ
に

8
本
の
非
核
宜
言
を

そ
れ
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
は
、
ト
ラ
テ
ロ

ル
コ
条
約
と
い
う
非
核
地
帯
化
法
案
が

で
て
い
る
。
そ
し
て
、
。ハ

ラ
オ
が
あ
り
、

ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
が
あ
り
、
サ
イ
パ

ン
も
あ
る
。
こ
れ
で
日
本
が
非
核
化
を

す
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
を
ふ
く
め
た
非
核

地
域
化
だ
と
思
い

ま
す。

も
う
、
こ
う
い
う
大
き
な
運
動
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
非
核
三
原
則
と
憲
法

9
条
か
あ
っ

て
、
日
本
の
非
核
宣
言
で
す
。
そ
れ
は

国
内
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
全
域
に
継

げ
て
非
核
地
帯
を
拡
げ
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
太
平
洋
の
核
戦
略
化
を
、

こ

ち
ら
側
で
と
り
の
ぞ

く
運
動
を
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
ね
。

＝乙盛こーミ・:訊；
• 31年前、 1954年 3月 1日、マーシャル諸島ピキニ環孤で行なわ
れた水爆 「プラポー」 （15メガトン）の死の灰をあびたロンゲラ ッ
プ島民は、いまなお続く放射能の影響から逃れるため、ついに故郷

の島を離れた。 (1985年撮影）

豊節博光 1948年漬浜生まれ、東京写真専

門学院卒業後、フリーのフォトジャーナリ

ストとして活躍 78年よリ核の取材をはじ

める。
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「
唯
一
の
被
爆
国
」
の

過
去
に
固
執
す
る

反
核
意
識

入
r象

ポ
ー
リ
ン
・
サ
ー
ス
ト
ン
さ
ん

：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
先
住
民
は
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
と
呼
び
ま
す
）
の
反
核
グ

ル
ー
プ
「
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
平
和
運
動
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
ポ
ー
リ
ン
・

サ
ー
ス
ト
ン
さ
ん
は
、

6
月
に
日
本
で
行
な
わ
れ
た
「
核
チ
ェ
ッ
ク
と
核

艦
船
拒
否
を
訴
え
る
全
国
運
動
」
に
参
加
し
、
約
三
週
間
に
わ
た
っ
て
各

地
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
の
日
本
体
験
は
深
刻
な
も
の

で
し
た
。
帰
国
後
、
彼
女
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平
和
運
動
誌
『
ピ
ー

ス
リ
ン
ク
』
に
書
い
た
文
章
と
、

8
月
9
日
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
行
な
わ

れ
た
長
崎
・
広
島
記
念
日
で
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
、
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
の
意
見

を
抜
す
い
し
ま
す
。

8
月

6
日
、
私
た
ち
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
人
は
広
島
の
荒
木
市
長
が
発
表
し

た
「
平
和
宣
言
」
を
聞
い
た
。
し
か
し

荒
木
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
広
島
の

原
爆
の
犠
牲
者
で
あ
る
被
爆
者
が
も
つ

本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
存
在
を
維

持
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
度
と
戦
争
の
犠
牲
に
な
ら
な
い

と
い
う
願
望
は
、
日
本
独
自
の
軍
事
化

を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。私
が
会
っ
た
何
人
か
の
人
た
ち
は
、

1
9
5
4
年
の
ビ
キ
ニ
環
礁
の
核
実
験

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
原
水
禁
運
動
は
、

こ
の
「
日
本
は
被
害
国
で
あ
る
」
と
い

う
立
場
か
ら
そ
も
そ
も
始
ま
っ
て
い
る
、

と
話
し
て
い
た
。
し
か
し
今
で
は
彼
ら

は
自
問
し
て
い
る
。
最
初
に
戦
争
を
は

じ
め
た
責
任
の
所
在
は
？
真
珠
湾
攻

撃
は
？
日
本
軍
占
領
時
に
お
け
る
南

京
大
虐
殺
は
？
（
広
島
、
長
崎
と
同
じ

数
の

35
万
人
の
市
民
、
子
供
、
男
女
が

殺
さ
れ
た
）
そ
し
て
戦
後
も
戦
争
中
の

大
臣
を
首
相
に
ま
で
し
て
し
ま
っ
た
日

本
人
の
責
任
は
？

••• 
最
初
の
原
爆
の
犠
牲
者
た
ち
が
、
今
、

ア
メ
リ
カ
が
日
々
増
や
し
続
け
て
い
る

日
本
か
ら
の
お
み
や
げ
の
こ
い
の
ぼ
り
を
手
に
し
た
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
。

本
当
の
思
い
を
伝
え
た
だ
ろ
う
か
？

あ
る
い
は
核
問
穎
に
つ
い
て
日
本
の
社

会
の
中
に
広
く
し
み
渡
っ
て
い
る
「
被

害
者
」
意
識
を
単
に
強
調
し
た
だ
け
だ

っ
た
だ
ろ
う
か
？

核
爆
弾
の
貯
蔵
主
に
な
る
こ
と
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ
の

諜
報
基
地
、
通
信
基
地
、
空
軍
基
地
、

海
軍
基
地
が
密
集
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
の
核
巡
航
‘
‘
、
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

は
過
去

12
ヶ
月
の
間
、
た
え
ず
日
本
の

港
に
出
入
り
し
、
日
本
は
核
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
台
に
な
っ
て
い
る
。
核
戦
争
の

犠
牲
者
は
、
今
や
核
兵
器
競
争
の
侵
略

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

1
9
7
1
年
、
日
本
政
府
は
核
兵
器

の
製
造
、
所
有
、
領
土
内
へ
の
持
ち
こ

み
を
禁
ず
る
政
策
を
正
式
に
採
択
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
非
核
三
原
則
」
に
つ

い
て
、
日
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人

た
ち
は
、
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
世
界
最
大
の
「
民
主
主
義
」
の

国
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
政
策
を
尊
重
し
た

こ
と
は
な
い
。
中
曽
根
首
相
は
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
や
っ
て
い
る
の

と
同
様
に
、
自
ら
の
領
土
か
ら
核
兵
器

を
放
逐
す
る
政
策
と
権
限
を
も
っ
て
い

な
が
ら
、
自
国
の
民
衆
を
欺
き
、
国
際

8
月

6
日
に
先
だ
っ

6
月
、
私
が
日

本
に
い
た
時
、
こ
の
点
に
つ
い
て
多
く

の
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
海

軍
が
1
9
8
4
年
6
月
に
配
備
を
始
め

た
海
上
発
射
巡
航
‘
‘
、
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ

ー
ク
」
の
配
備
反
対
運
動
に
参
加
す
る

た
め
、
私
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反

ト
マ
ホ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本
に
招
か
れ

た
。
日
本
全
国
か
ら
一

0
0を
こ
え
る

平
和
グ
ル
ー
。
フ
が
こ
の
運
動
に
参
加
し

て
い
る
。
三
週
間
半
の
滞
在
期
間
中
、

北
海
道
の
札
幌
か
ら
西
の
広
島
ま
で
各

地
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
出
会
っ
た

が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
日
本
の
反
核
運

舞
台
で
は
偽
善
者
を
演
じ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
太
平
洋
で
行
な
わ
れ
た
過

去
40
年
の
核
実
験
で
死
ん
だ
人
た
ち
、

今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
へ
の
ま

っ
た
＜
許
し
が
た
い
忘
却
を
示
す
も
の

ぶ

J

O
t
 

••• 
1
9
4
7
年
に
創
ら
れ
た
日
本
国
憲

法
の
第
九
条
に
は
こ
う
あ
る
。
「
日
本

国
民
は
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
を
永
久

に
放
棄
す
る
。
（
中
略
）
こ
の
目
的
を

達
す
る
た
め
に
陸
、
海
、
空
軍
そ
の
他

の
戦
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
軍
事
支

出
は
世
界
第
8
位
。
国
民
総
生
産
(

G

N
P
）
の
1
％
枠
が
問
縣
に
な
っ
て
い

る
が
、
世
界
で

2
番
目
に
豊
か
な
国
の

G
N
P
の
1
％
と
い
う
金
額
は
、
決
っ

し
て
少
な
く
な
い
指
標
だ
。
ア
メ
リ
カ

政
府
の
た
び
重
な
る
要
請
で
、
日
本
は

次
の
5
年
間
の
軍
事
増
強
に

8
0
0
億

ド
ル
（
約
20
兆
円
）
を
費
や
す
計
画
を

た
て
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
の
提
唱
す
る

S
D
I
（
ス
タ
ー
・
ウ

ォ
ー
ズ
計
画
）
に
、
中
曽
根
首
相
は
興

味
を
示
し
、
研
究
に
協
力
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

日
本
の
平
和
運
動
は
「
原
子
力
の
平

和
利
用
」
と
い
う
政
府
の
活
発
な
宣
伝

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

動
が
広
島
と
長
崎
の
被
爆
体
験
と
い
う

「
過
去
に
固
執
す
る
」
傾
向
が
あ
る
と

語
っ
て
い
た
。
そ
の
傾
向
は
次
の
よ
う

な
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る。①
日
本
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
広

島
と
長
崎
の
恐
怖
は
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
感
覚
的
麻
痺
と
消
極
性
が
広
く
見

ら
れ
る
。

②
今
日
の
軍
拡
競
争
に
お
け
る
日
本
の

独
自
の
役
割
か
ら
目
が
そ
む
け
ら
れ
て

い
る
。

R
そ
の
こ
と
は
、
日
本
は
二
度
と
戦
争

の
犠
牲
者
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う
希

望
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
日

電
力
供
給
の

20
％
を
占
め
る
原
子
力
発

電
は
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
予
定
だ
。

こ
の
原
子
力
発
電
の
恩
恵
は
マ
ス
コ
ミ

や
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
宣
伝
さ
れ
、

日
本
の
工
業
や
雇
用
が
原
子
力
発
電
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
使
用
済
み
核
燃
料
廃
棄
物
の

投
棄
の
問
題
が
あ
る
。
（
こ
の
こ
と
は

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
々
と
日
本
の
平

和
運
動
と
の
連
帯
を
む
ず
か
し
く
し
て

い
る
点
で
も
あ
る
）
そ
し
て
下
北
半
島

に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
が
作
ら
れ
れ

ば
、
原
子
力
発
電
の
平
和
利
用
と
原
子

爆
弾
は
結
合
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

．．
． 日本
の
平
和
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
と

日
本
の
両
方
の
恐
る
べ
き
戦
争
マ
シ
ー

ン
と
伝
統
的
な
軍
事
力
崇
拝
に
直
面
し

て
い
る
。
日
本
の
人
々
は
ま
す
ま
す
保

守
化
し
、
順
応
主
義
者
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
若
い
世
代
の
多
く
は
第
二
次

世
界
大
戦
へ
と
導
い
た
日
本
の
役
割
に

つ
い
て
、
ま
す
ま
す
無
知
に
な
っ
て
い

る。
平
和
グ
ル
ー
。
フ
の
中
の
多
く
の
人
は
、

日
本
の
人
々
が
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
か

日
本
に
あ
る
こ
と
を
既
成
事
実
と
し
て

黙
認
す
る
一
方
で
、
平
和
憲
法
と
非
核

三
原
則
を
た
て
ま
え
と
し
て
選
ん
で
い

る
こ
と
に
い
ら
だ
ち
を
覚
え
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
在
住
。

37
歳
。
6
歳
の
男
の
子
が
い
る
主
婦
。

I 3 I2 
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リカの原子力潜水艦を阻止す ためにヨットやポートでこぎ寄る人々 。

こ
め
の
国
際
女
性
行
動
。

西
日
、
核
軍
縮
の
t

一
九
八
三
年
五
月
一
も
り
あ
が
る

ノ
ド
の
平
和
運
動
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
‘

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

反
核
運
動

あ
れ
こ
れ

I 
I 

I 
! 

i, 

！ 

＇ 

I 

II I i 

．．
． ポ

ー
リ
ン
さ
ん
へ
の

返
書
に
代
え
て

た
ぶ
ん
日
本
人
は
全
体
と
し
て
は

11

受

動
的
“
で
あ
っ
て
、

11

平
和
主
義
者
“

で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

8
月
6
日
、
広
島
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
世
界
中
に
広
が
り
を
持
っ
て
照
ら

し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
灯
台
の

下
は
暗
く
、
さ
ら
に
暗
く
な
っ
て
い
る
。

2
年
前
、
画
家
の
丸
木
位
里
・
俊
夫
妻

の
描
い
た
広
島
の
惨
状
の
絵
が
、
検
定

に
よ
っ
て
教
科
書
か
ら
は
ず
さ
れ
た
と

聞
く
。
日
本
の
朝
鮮
、
中
国
、
ア
ジ
ア

へ
の
侵
略
の
歴
史
、
今
世
紀
―
―
一
度
に
わ

た
っ
て
ロ
シ
ア
を
侵
略
し
た
こ
と
、
こ

れ
ら
の
事
実
は
広
島
の
平
和
公
園
を
毎

核
艦
船
の
拒
否
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
で
き
て
な
ぜ
、
日
本
に
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
誰
で
も
感
じ
る

こ
と
で
す
。
で
は
、
ロ
ン
ギ
首
相
は
何

を
や
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ロ
ン
ギ
首

相
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
ま
ず
反
核
世

論
が
高
ま
り
、
そ
の
世
論
を
テ
ー
マ
に

し
た
政
党
が
選
挙
に
勝
ち
、
反
核
内
閣

を
作
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
反
核
通
告
を

し
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

な
I.

り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本

の
一
日
も
早
い
立
ち
上
が
り
を
待
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ギ
首
相
を
孤
立
さ
せ
る

平
和
国
会
を
早
く
作
ろ
う
I.

（
岡
田
進
）

あ
の
ち
ょ
っ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
形
の

キ
ィ
ウ
ィ
・
フ
ル
ー
ツ
を
店
先
に
見
か

け
る
と
、
つ
い
手
を
の
ば
し
て
産
地
を
．

確
か
め
た
く
な
り
ま
す
。
め
っ
た
に
買

う
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
キ
ィ
ウ
ィ
・
フ

ル
ー
ツ
が
、
こ
の
頃
は
ふ
っ
と
ポ
ー
リ

ン
さ
ん
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
で

す。
し
な
や
か
で
い
て
し
か
も
一
本
強
じ

ん
な
も
の
で
貫
か
れ
て
い
る
、
あ
の
き

ゃ
し
ゃ
な
身
体
の
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
に
深

い
共
感
を
覚
え
た
の
は
、
そ
ん
な
彼
女

の
背
後
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

人
々
の
平
和
運
動
、
そ
れ
も
女
た
ち
が

つ
く
り
上
げ
て
い
る
平
和
へ
の
連
帯
に

言
う
に
言
わ
れ
ぬ
羨
望
と
憧
憬
を
感
じ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
「
主
婦
の
力
を

獲
得
で
き
れ
ば
そ
の
運
動
は
本
物
で
す
」

と
い
う
彼
女
の
言
葉
に
た
め
息
を
も
ら

し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
主
婦
の
集

ま
り
そ
の
も
の
の
生
協
に
か
か
わ
り
な

が
ら
、
そ
の
中
で
平
和
を
語
り
反
核
を

語
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
に
い
つ
も

ぶ
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
常
や

年
訪
れ
る
何
万
人
も
の
生
徒
た
ち
は
、

学
校
で
は
教
え
て
も
ら
え
な
い
。

．．
． 私が
会
っ
た
す
べ
て
の
人
々
は
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
核
艦
船
拒
否
政
策

に
大
い
に
は
げ
ま
さ
れ
た
と
言
う
。
私

た
ち
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
個
人
の
努
力

や
集
団
の
努
力
を
軽
く
見
て
は
い
け
な

い
。
私
の
希
望
は
、
反
ト
マ
ホ
ー
ク
を

と
も
に
歩
む
者
同
士
と
し
て
、
日
本
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
よ
り
強
め
る
こ
と
だ
。

（

訳

1
1
村
田
則
子
、
梅
林
宏
道
、
見
出

し
・
文
責
1
1
編
集
部
）

地
盤
と
な
っ
た
反
核
世
論
に
は
じ
ま
り
、

最
後
の
反
核
通
告
は
首
相
が
打
つ
。
こ

れ
は
湯
川
・
朝
永
宣
言
と
ピ
タ
リ
一
致

し
ま
す
。
日
本
に
は
市
民
運
動
は
あ
っ

て
も
反
核
内
閣
は
考
え
ら
れ
て
も
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
同
じ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は

反
核
内
閣
の
成
立
を
目
ぎ
し
て
、
草
の

根
市
民
の
代
表
を
ど
し
ど
し
国
会
に
送

り
こ
ん
で
タ
カ
派
を
追
放
し
、
草
の
根

市
民
に
よ
る
平
和
国
会
に
改
変
す
る
努

力
が
必
要
で
す
。

か
く
し
て
は
じ
め
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
と
同
じ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
食
と
か
環
境
の
運
動
と
平
和

の
問
題
と
が
な
か
な
か
一
本
に
つ
な
が

ら
な
い
日
本
の
主
婦
た
ち
の
意
識
、
そ

れ
は
何
な
の
か
と
思
う
の
で
す
。
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
主
婦
た
ち
は
な
ぜ
、

と
い
う
疑
問
に
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
は
こ
う

話
し
ま
し
た
。
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
女
性
差
別
の
は
げ
し
い
国
で
す
。
性

的
暴
力
は
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
女
た
ち

は
い
つ
も
そ
れ
と
闘
っ
て
き
ま
し
た
」
。

は
じ
め
は
耳
を
疑
い
、
そ
れ
か
ら
日
本

の
女
性
差
別
に
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
に
あ
ふ
れ
て
い
る
差
別
を
ひ
ど
い

も
の
だ
と
感
じ
る
か
、
そ
の
実
情
を
差

別
と
さ
え
も
感
じ
な
い
の
か
、
そ
れ
が

意
識
の
差
と
な
っ
て
現
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
彼
の
国
の
女
た
ち
は
日
頃

差
別
と
闘
い
、
そ
の
同
じ
線
上
で
平
和

運
動
を
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
差

別
は
平
和
に
と
っ
て
大
差
な
敵
だ
と
考

え
る
時
、
よ
く
理
解
で
含
る
の
で
す
。

女
た
ち
に
と
っ
て
は
差
別
の
な
い
社
会

と
平
和
な
地
球
と
は
ま
さ
し
く
同
義
語

で
あ
り
、
そ
れ
を
か
ち
と
る
た
め
の
行

動
は
一
様
に
環
境
運
動
に
他
な
ら
な
い

の
で
す
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
女
た
ち
が

少
し
す
つ
共
鳴
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で

し
か
日
本
の
女
た
ち
に
よ
る
平
和
運
動

は
大
き
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
残

念
な
こ
と
に
、
文
化
庁
長
官
が
レ
イ
。
フ
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こ
う
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
日
本
の

民
衆
の
中
に
切
実
な
も
の
と
し
て
あ
る

反
核
の
願
い
を
、
核
廃
絶
と
い
う
一
般

的
目
標
へ
と
遠
ざ
け
て
し
ま
い
、
政
治

を
民
衆
の
希
望
を
実
現
す
る
自
己
決
定

の
回
路
と
し
て
つ
く
り
出
し
て
い
な
い
、

民
衆
の
政
治
力
量
の
弱
さ
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
平
和
を
お
び
や
か
し
て
い
る

も
の
は
、
も
っ
と
具
体
的
な
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
と
対
決
す
る
民
衆
の
行
動
か

必
要
な
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
民
衆
の
反
核
の

意
志
は
、
ロ
ン
ギ
政
権
を
動
か
し
、
核

艦
船
の
入
港
を
拒
否
し
ま
し
た
。
こ
の

行
為
は
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
間

の
A
N
z
u
s
軍
事
同
盟
を
解
体
寸
前

に
ま
で
追
い
こ
ん
で
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
非
核
決
議
は
、

9

月、

N
A
T
o
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

最
大
の
車
事
演
習
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
の
軍
艦
の
す
べ
て
の
領
海
へ
の
立
ち

入
り
を
不
可
能
に
し
ま
し
た
。

N
A
T

0
の
一
角
が
崩
れ
ま
し
た
。

「
日
本
で
だ
け
非
核
を
実
現
し
て
も

意
味
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

す
。
朝
鮮
半
島
の
核
な
ど
を
私
た
ち
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
日
本
の
非
核
を
本
当
に
実
現
す
れ

ば
、
そ
れ
が
限
り
な
い
波
及
力
を
も
つ

1
,
u

ー
↓

奨
励
と
見
ま
か
う
よ
う
な
発
言
が
で
き

る
お
国
柄
な
の
で
す
か
ら
。

（
横
川
昭
子
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
反

核
平
和
委
員
）．．
． ポー
リ
ン
さ
ん
は
、
核
を
め
ぐ
る
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
報
告
の
最
後

に
、
先
住
民
族
の
連
帯
ー
マ
オ
リ
族
と

太
平
洋
の
先
住
民
族
と
の
連
帯
を
作
る

こ
と
の
必
要
に
つ
い
て
触
れ
た
。
そ
の

後
質
問
に
答
え
る
形
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン

勢
い
を
増
し
て
こ
の
国
は
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」

の
名
に
お
い
て
、
中
曽
根
首
相
は
靖
国

神
社
へ
の
公
式
参
拝
、
防
衛
費
1
％
枠

の
突
破
と
1
8
兆
4
千
億
円
の
新
防
衛
計

画
の
策
定
を
強
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

国
家
秘
密
法
（
ス
パ
イ
防
止
法
）
の
制

定
、
日
の
丸
．
君
が
代
の
強
制
、
日
本

の
軍
艦
を
再
び
朝
鮮
半
島
に
接
岸
す
る

た
め
の
日
韓
練
習
艦
隊
の
相
互
訪
問
な

ど
、
次
々
と
あ
ら
た
な
ハ
ー
ド
ル
を
越

え
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

1
9
8
5
年
1
0
月

i
]
：
□

□
｀

案

、

意

見

i 
， 

i 

; i 

ド
の
マ
オ
リ
が
毎
年
南
太
平
洋
の
先
住

民
族
を
招
い
て
集
会
を
開
い
て
い
る
こ

と
、
4
年
前
、
反
核
行
動
の
通
信
網
を

作
る
時
、
マ
オ
リ
の
人
々
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
、
し
か
し
抑
圧
、

貧
困
に
追
い
こ
ま
れ
た
マ
オ
リ
民
族
の

中
に
独
立
を
め
ざ
す
動
き
も
あ
っ
て
、

後
か
ら
来
た
人
々
（
白
人
）
と
の
間
に

ト
ラ
プ
ル
が
生
じ
や
す
く
各
団
体
に
散

ら
ば
っ
て
い
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
が

私
た
ち
は
日
本
の
非
核
の
実
質
化
に

む
か
っ
て
行
動
し
ま
す

〇
反
ト
マ
ホ
ー
、
ク
第
三
期
キ
ャ
ン
。
ヘ
ー
ン
開
始
に
あ
た
っ
て

西
太
平
洋
・
東
ア
ジ
ア
の
一
角
に
横

た
わ
る
日
本
列
島
に
起
き
つ
つ
あ
る
こ

の
黒
い
雲
は
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
の
核
戦
略
と
一
体
と
な
っ
て
、

い
ま
や
世
界
の
民
衆
の
上
を
覆
い
、
抑

圧
を
強
め
、
戦
争
の
危
機
を
つ
く
り
出

し
て
い
ま
す
。

日
本
に
住
ま
う
私
た
ち
民
衆
は
、
こ

の
歴
史
の
節
目
を
ど
う
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
、
今
の
状
況
に

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
こ
こ

こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

非
核
自
治
体
に
住
む
人
々
の
数
が
、

日
本
の
人
口
の
4
0
形
を
越
え
て
い
る
今

こ
そ
、
私
た
ち
は
日
本
の
非
核
の
実
質

化
に
む
け
て
知
恵
と
力
を
集
め
て
行
動

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
を
め
ぐ
る
日
米
両

政
府
と
私
た
ち
民
衆
の
せ
め
ぎ
あ
い
は

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
民
衆
を
は
じ
め
、
世
界
の
民
衆
が
、

核
艦
船
拒
否
の
共
通
の
目
標
で
手
を
結

び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
1
9
8
5
年
1
0
月

か
ら

1
カ
年
、
反
ト
マ
ホ
ー
ク
の
第
三

次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
足
さ
せ
る
に
当

た
り
、
日
本
の
非
核
の
実
質
化
へ
力
強

い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

多
く
の
方
々
が
こ
の
宣
言
文
の
呼

ー
び
か
け
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

§] 
だなこ
さたの
いのキ
゜可ャ
能ン
なペ

心：
での
広趣
め旨
てを
くあ

調
整
に
力
を
尽
し
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
れ
た
。

交
流
会
で
の
ポ
ー
リ
ン
さ
ん
の
話
は
、

ほ
と
ん
ど
マ
オ
リ
民
族
に
関
す
る
こ
と

で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
現
状
に
か

ら
ま
せ
な
が
ら
話
が
は
ず
ん
だ
。
ポ
ー

リ
ン
さ
ん
は
、
学
校
で
習
っ
た
歴
史
の

中
に
マ
オ
リ
の
こ
と
が
い
っ
さ
い
出
て

こ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
違
う

言
葉
を
話
し
、
違
う
生
活
様
式
を
持
っ

で
、
こ
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
、
さ

ら
に
は
、
新
し
い
価
値
感
を
生
み
出
し

も
う
―
つ
の
生
き
方
を
創
造
す
る
た
め

に
、
新
た
な
努
力
を
始
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
こ
に
宣
言
し
、
呼
び
か

け
る
も
の
も
、
こ
の
よ
う
な
努
力
の
一

つ
で
す
。
と
り
わ
け
、
私
た
ち
は
、
ア

メ
リ
カ
の
核
戦
略
を
西
太
平
洋
に
お
い

て
担
う
た
め
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
る
日
本
の
軍
拡
と
日
米
軍
事
協
力

を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、
極
め
て
有
効

な
―
つ
の
目
標
を
提
案
し
、
そ
の
実
現

「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！

全
国
運
動
」
で
は
、
こ
の
宣
言
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
①
核
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
が

確
認
さ
れ
て
い
る
艦
船
（
今
の
と
こ
ろ
、

太
平
洋
艦
船
で
は
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
、
駆
逐
艦
メ
リ
ル
、
原
子
力
潜
水

艦
ギ
タ
ー
ロ
、
ラ
ホ
ヤ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
の
5
隻
）
の
入
港
時
に
は
全
国
一
斉

に
強
い
抗
議
行
動
を
起
こ
す
と
と
も
に
、

非
核
証
明
の
提
出
な
ど
を
求
め
て
無
期

限
ハ
ン
ス
ト
を
す
る
な
ど
の
強
い
行
動

を
起
こ
す
。
②
核
指
令
の
た
め
の
通
信

基
地
な
ど
全
国
の
基
地
へ
の
反
対
運
動

を
強
め
る
。
③
反
ト
マ
ホ
ー
ク
・
ア
ジ

ア
太
平
洋
運
動
と
連
け
い
し
、
国
際
的

な
共
同
行
動
を
展
開
す
る
。
④
米
韓
合

同
軍
事
浪
習
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
6
、

環
太
平
洋
統
合
演
習
リ
ム
。
ハ
ソ
ク
8
6
、

太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
に
わ
た
る
大
規
模

演
習
に
反
対
す
る
行
動
を
起
こ
す
。
日

韓
練
習
艦
隊
の
相
互
訪
問
も
含
め
、
日

本
の
自
衛
隊
の
こ
れ
ら
の
演
習
へ
の
関

与
、
協
力
を
明
ら
か
に
し
抗
議
す
る
、

な
ど
の
行
動
に
と
り
組
む
こ
と
を
、
と

り
あ
え
ず
決
め
て
い
ま
す
。

た
マ
オ
リ
の
人
々
が
実
際
に
い
る
と
知

っ
た
時
、
そ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
ふ
っ

と
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ポ
ー

リ
ン
さ
ん
が
マ
オ
リ
民
族
の
こ
と
を
話

す
語
り
口
、
そ
の
知
識
の
質
と
量
、
そ

れ
は
単
な
る
関
心
事
な
ど
で
は
な
く
、

彼
女
自
身
の
存
在
に
深
く
重
な
る
も
の

で
あ
っ
た
な
ぁ
、
と
思
う
。

（
大
和
説
子
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を

許
す
な
／
．
反
核
北
海
道
行
動
面
）

の
た
め
に
、
と
も
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る

こ
と
を
み
な
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

そ
の
目
標
と
は
、
日
本
の
非
核
の
実

質
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に

具
体
的
に
は
、
と
り
あ
え
ず
す
べ
て
の

核
艦
船
の
入
港
を
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
港

で
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。

非
核
三
原
則
が
で
き
て
1
4
年
が
経
過

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
非
核

化
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
に
よ
り
状
況

は
か
つ
て
な
く
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（
こ
の
文
章
は
、
反
ト
マ
ホ
ー
ク
•
第
三
期
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
足
に
当
っ
て
、
大

勢
の
人
び
と
が
連
署
す
る
宣
言
文
と
し
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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胃

：

し

t

「

子

供
た
ち
に
伝
え
る
戦
争
展
」
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
戦
争
を
伝
え
る
写
真
。
ハ
ネ
ル
の

中
に
、
実
物
大
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
模
型

が
登
場
し
ま
し
た
。
毎
年
8
月
に
戦
争

を
考
え
る
共
同
の
企
画
が
行
な
わ
れ
て

来
た
が
、
今
年
の
企
画
が
こ
の
戦
争
展
。

●
こ
れ
が
終
わ
っ
て
い
ま
私
た
ち
は
幌

延
の
核
の
ゴ
ミ
処
理

「
高
レ
ベ
ル
施
設
」

の
計
画
を
動
力
炉

・
核
燃
料
開
発
事
業

団
（
動
燃
）
に
止
め
さ
せ
る
行
動
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
が
、
反
核

「
道
民
の
船
」
。
1
0
月
9
日
に
苫
小
牧

を
出
航
し
、
1
0
月
1
0
日
船
中
市
民
大
学
、

1
0
月
1
1
日
東
京
着
、
動
燃
へ
の
抗
議
行

動
、
帰
り
は
飛
行
機
と
い
う
一

0
0
0

名
の
大
行
動
で
す
。
主
催
は
札
幌
地
区

労
な
ど
も
入
っ

た
「
反
核
道
民
の
船
」

実
行
委
員
会
。
現
在
、
動
燃
は
事
前
調

査
の
申
し
入
れ
を
横
路
知
事
に
し
て
来

て
お
り
、
こ
れ
を
は
ね
返
す
こ
と
が
攻

運
動
テ
ィ

ー
チ
・
イ
ン

。

●
海
外
の
運
動
か
ら
切
望
さ
れ
て

い
た

英
語
版
ト
マ
喰
い
虫
・

ニ
ュ
ー
ス
が
と

う
と
う
出
た
。
B
5
判
4
ペ
ー
ジ
の
さ

さ
や
か
な
も
の
な
が

ら
、
海
外
の
友
人

に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源
に
な
る
に
違

い
な
い
。

ト
マ
喰
い
虫
社

0
3
.
8
1

3
.
1
9
5
3
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区なし員きく
とし、た一まか

一
防
の
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ホ

ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
／
．
反
核
北
海
道

行
動

0
1
1
.
7
4
6
.
2
8
0
1

守
汀
．
カ
フ
ェ
ば
ー

●
第
3
回
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昨
年
と
同
じ
く
東

京
日
比
谷
野
音
で
8
月
3
日
に
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
、
出
演
者
を
発
表
せ
ず

反
戦
・
反
核
と
い
う
テ
ー
マ
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
企
画
す
る
と
い
う
他
に

例
を
見

な
い
形
で
行
な
っ
た
。
主
催
者
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
赤
字
覚
悟
、
や
る
こ
と
に

だ
け
意
味
を
見
い
出
し
て
強
行
し
た
の

だ
が
、
驚

い
た
事
に
私
た
ち
の
予
想
を

上
回
る
1
7
0
0
名
近
い
人
々
の
参
加

を
え
た
。
お
か
げ
で
黒
字
。

私
た
ち
A

C

F
の
存
在
も
、
そ
れ
な
り
に
認
め
ら

れ
た
結
果
な
の
で
は
と
勝
手
に
解
釈
し
、

次
の
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ト

ミ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ

0
3
.
4
4
4
.
6

芹
I
B
J
"
び

●
ト
マ
ホ
ー
ク
原
潜
が

入
港
す
る
た
び

の
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
の
抗
議
行
動
が
続

い
て
い
る
。
は
じ
め
て
抗
議
文
を
受
け

と
ら
な
い
と
言
い
捨
て
る
当
直
将
校
が

旭
区
に
ま
た
が
る
3
C
I
基
地
・
上
瀬
谷

で
こ
の

5
月
に
初
の
反
某
地
行
動
を
実

現
し
た
仲
間
た
ち
が

、
こ
れ
っ
き
り
で

な
く
息
長
く
取
り
組
も
う
と
再
結
集
し

た
も
の
で
す
。
ウ

ド
は
周
辺
農
民
が
甚

地
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
栽
培
し
て
い

る

野
菜
な
の
で
す
。
参
加
し
て
い
る
の
は

地
元
の
主
婦
・
学
生
・
教
師
や
市
内
の

労
働
者
・
市
民
と
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。
上

瀬
谷
基
地
の

大
増
強
計
画
が
米
軍
の
日

程
に
の
ほ
っ
て
い
る
中
で
、
学
習
会
の

定
例
化
を
手
始
め
に
、
ス
ラ
イ
ド
、
。
ハ

ン
フ
作
成
な
ど
を
計
画
中
。

(
0
4
5

.
3
6
3
.
1
1
1
1
内

4
2
5
富
永
）

●
こ

の
秋
、
1
0
.
2
1
国
際
反
戦
デ
ー
に

行
動
し
よ
う
と
討
論
を
お
こ
し
て
い
る
。

9
月
1
8
日
に
は
そ
の
た
め
に
軍
拡
、
靖

国
、
教
育
、
行
革
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
論
じ
な
が
ら
、
中
曽
根
政
治
総
体

を
撃
つ
討
論
会
を
開
催
す
る
。

●
刈
谷
市
に
あ
る
依
佐
美
送
信
所
撤
去

の
運
動
は
長
期
的
な
つ
み
重
ね
の
必
要

な
運
動
で
あ
る
。
当
面
①
来
年

5
月
ま

で
に
周
辺
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

5

0
0
戸
あ
つ
め
る
（
こ
の
た
め
に
は
8

0
0
戸
以
上
の
訪
問
が
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
、
周
辺
住
民
の

50
。ハ

ー
セ
ン
ト

ス
ラ
イ
ド
か
で
き
た
／

テ
ー
プ
つ
き
八
千
円

一

あ
ら
わ
れ
て
、
イ
エ
ロ
ー
・
ラ
イ
ン
を

と
び
こ
え
横
断
幕
が
広
げ
ら
れ
た
。
ゲ

ー
ト
前
で
の
こ
う
し
た
切
実
な
右
往
左

往
が
「
私
た
ち
の
文
化
」
だ
と
み
ん
な

で
言
っ

た
り
し
て
い
る
。

●
最
近
ち
ょ

っ
と
変
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
8
月
1
5
日
に
寄
港
す
る
予
定
だ
っ

た
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
原
子
力
潜
水
艦
が

入
港
予
定
の
一
時
間
前
に
突
然
寄
港
を

中
止
し
引
き
返
し
た
こ
と
だ
。
連
絡
が

あ

っ
た
の

は
予
定
時
間
を

37
分
過
ぎ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。

●
草
の
根
署
名
運
動
は
9
月

29
日
に
反

核
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
い
う
も
の
を
実

施
す
る
。
な
ん
と
「
神
奈
川
新
聞
」
が

後
援
。
「
わ
が
町
再
発
見
的
反
核
町
内

ね
り
歩
き
」
、
あ
る
い
は

「
反
核
合
法

的
無
届
け
デ
モ
」
と
い
う
わ
け
だ
が
、

な
に
し
ろ
初
め
て
の
こ
と
で
ど
う
な
る

か
。
ゴ
ー
ル
は
基
地
ゲ
ー
ト
。
1
0
月
1
0
日

に
は
臨
海
公
園
で
市
内
の
7
バ
ン
ド
が

出
演
じ
て
反
核
コ
ン
サ
ー
ト
を
ひ
ら
く
。

非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ

(
0
4

6
8
.
5
.
0
1
5
7
)
 

2
 

g
げ
旦
鱈
u
炉
i_1

ま
さ
か
と
思
わ
れ
て
い
た
「
国
家
機

密
法
」
（
極
刑
が
設
け
ら
れ
る
）
が
、

1
0
月
の
臨
時
国
会
で
成
立
す
る
危
険
性

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）
、

②
来
年
5
月
に
、
刈
谷
で
大
き
な
反
基

地
集
会
を
計
画
す
る
、
な
ど
の
方
針
で

動
い
て
い
る
。

●
ス
ラ
イ

ド
「
依
佐
美
送
信
所
と
ア
メ

リ
カ
の
核
戦
略
」
が
完
成
し
た
の
で
反

基
地
運
動
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
コ

ピ
ー
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。
3
5
コ
マ
、

20
分
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ー
プ
つ
き

8
0
0
0
円
で
す
。
あ
い
ち
反
戦
の
会

0
5
2
.
7
6
2
.
5
1
1
8
 

胃
蹟
訳
り
組
み

6
月
2
日
、

全
国
の
通
信
基
地
反
対

同
時
行
動
の
日
よ
り
一
週
間
お
く
れ
て
、

美
保
墓
地
群
の
ひ
さ
び
さ
の
現
地
見
学

と
、
お
そ
ら
く
初
め
て
の
中
国
地
方
の

反
戦
・
反
基
地
グ
ル
ー
プ
の
交
流
会
が

行
な
わ
れ
た
。
広
島
、
呉
、
岡
山
、
日

本
原
、
松
江
、
安
来
な
ど
の
仲
間
が
参

加
。
美
保
航
空
基
地
（
米
子
空
港
と
し

て
民
間
共
用
）
、

高
尾
山
三
次
元
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
、

美
保
通
信
所
（
象
の
オ

リ
）
よ
り
な
る
韮
地
群
を
見
学
す
る
と

と
も
に
、
中
国
地
方
の
反
基
地
運
動
の

連
絡
、
交
流
を
強
め
て
ゆ
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

美
保
基
地
を
、
初
め
て
c
J
I
核
通
信

網
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、

7
5
1
 

地
域
か
ら

か
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
反
核
、
反

基
地
運
動
を
や
っ
て
い
る
私
た
ち
が
、

こ
の
こ
と
に
も
っ
と
敏
感
に
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
「
日
米
共
同
軍
事
作
戦
」

が
進
行
す
る
現
在、

反
対
勢
力
の
圧
殺

と
国
民
に
対
す
る
桐
喝
を
目
的
に
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

日
市
連
で
は
、
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ

ス
タ
レ

ッ
ト
な
ど
を
緊
急
に
作
製
中
で

す
。
各
地
で
早
急
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ

う。

日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か
市
民
連

合
0
3
.
3
7
9
.
0
0
4
3

一
戸
計
髭
vり
に

●
ト

マ
ホ

ー
ク

の
配
備
を
許
す
な
／．全

国
運
動
が
、
み
ん
な
の
力
を
少
し
ず
つ

出
し
あ
っ
て

維
持
し
て
い
る
事
務
所

（
ト
マ
喰
い
虫
社

）
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
た
め
に
も
っ
と
活
用
し
よ

う
と
、

い
く

つ
か
の
企
画
が
進
行
中
。

●

―
つ
は
反
核
研
究
室
。
『
エ
コ
・
ピ

ー
ス
』
編
集
人
の
増
田
裕
さ
ん
を
中
心

に
、
反
核
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
事
実
を
キ
チ
ッ
ト
お
さ

え
た
研
究
成
果
を
積
み
重
ね
る
。

●
ピ
ー
ス
バ
ス

•
P
A
R
T
I

が
、
企

画
に
新
し
い
仲
間
を
加
え
て
い
ま
準
備

の
真
只
中
。

9
月

22
日
！

23
日
、
首
都

圏
の
碁
地
を
め
ぐ
り
、
夜
に
は
反
某
地

お
ど
ろ
く
と
と
も
に
運
動
強
化
の
必
要

性
の
思
い
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
。

こ
の
秋
に
は
、
美
保
基
地
に
第
七
移

動
警
戒
隊
が
走
る
レ
ー
ダ
ー
・
ト
ラ
ッ

ク
1
0
台
を
も
っ
て
新
設
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
美
保
は
有
事
即
応
の
実
戦
的

通
信
甚
地
と
し
て
の
性
格
を
強
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
米
子
市
政
研

0
8
5
9

.
3
3
.
6
4
7
5
 

―
g
i
ハ5Alじ

●
6
月
3
日
か
ら
6
月
1
6
日
ま

で
、「ノ

ー
・
ト

マ
ホ

ー
ク
/
.
F
_
1
6
三
沢
配
備

阻
止
／
．
京
都
ー
三
沢
ー
東
京
二
五

0
0

キ
ロ
・
キ
ャ
ラ
バ

ン」

に
取
り
組
ん
だ
。

車
1
台
と
5
人
の
仲
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
、
実
に
多
く
の
出
会
い
の
旅
で
あ
っ

た
。
「
見
ず
知
ら
ず
の
私
た
ち
の
依
頼

に
デ
ン
ワ
1
本
で
応
じ
て
下
さ

っ
て
宿

を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
」
と
報
告
さ
れ

て
い

る
行
脚

の
姿
は
、
旅
の
第
一
夜
を

語
り
あ
か
し
た
小
浜
（
福
井
県
）
の
中

島
哲
寅
さ
ん
の
反
核
の
託
鉢
の
よ
う
だ
。

報
告
の

。ハン

フ
が
出
て

い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
一
読
を
／
．

●
8
月
6
日
午
前
8
時
1
5
分
、
原
爆
投

下
の
瞬
間
か
ら
8
月
1
5
日
正
午
敗
戦
の

時
刻
ま
で
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ

ー
ク

の
配
備
、
核
攻
撃
機
F
1
6
の
配
備

I9 I8 



お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
核
チ
ェ
ッ
ク
署

名
が
始
ま
っ
た
。
中
曽
根
首
相
あ
て
と

同
じ
文
面
で
呉
市
長
の
名
を
併
記
し
て

第
一
次
分
約
9
0
0
人
の
署
名
を

8
月

7
日
、
呉
市
長
に
提
出
、
呉
で
核
艦
船

拒
否
を
実
現
す
る
本
格
的
な
闘
い
を
準

備
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。

8
月

7
日
が
選
ば
れ
た
の
に
は
理
由

が
あ
る
。
毎
年
、
対
潜
核
ア
ス
ロ
ッ
ク

積
載
可
能
艦
が
広
島
の
日
の
前
後
に
呉

に
来
る
。
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
形
で
市
長

へ
の
申
し
入
れ
を
考
え
た
の
だ
が
、
今

年
は
第
七
艦
隊
の
旗
艦
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ

が
8
月
8
日
ー
1
0
日
と
呉
に
や
っ
て
来

た
。
8
月
5
日
横
須
賀
を
発
っ
て
自
衛

艦
の
護
衛
艦
シ
ラ
ネ
、
ム
ラ
ク
モ
と
通

7
月
7
日
、
渋
谷
の
公
園
で
石
垣
島

新
空
港
建
設
阻
止
の
た
め
＂
自
保
の
海

を
守
る
東
京
集
会
“
が
開
か
れ
た
と
き
、

自
然
保
護
連
合
の
仲
間
の
一
人
が
「
今

日
は
7
月
7
日
。
こ
の
日
は
8
月
1
5
日

よ
り
大
切
な
日
だ
と
思
う
が
、
忘
れ
ら

れ
て
い
る
の
か
何
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
な

い
で
す
ね
」
と
語
っ
た
。

7
月

7
日
と

は
、
1
9
3
7
年
、
ロ
コ
ウ
キ
ョ
ウ
で

日
中
戦
争
の
口
火
が
切
ら
れ
た
日
。
8

月
1
5
日
が
十
五
年
戦
争
の
帰
結
で
あ
る

（
に
過
ぎ
な
い
）
と
す
れ
ば
、
そ
の
1
5

年
の
軌
跡
の
一
節
一
節
が
重
要
だ
が
、

特
に
中
国
侵
略
を
決
定
し
た
そ
の
日
の

意
味
は
非
常
に
重
い
。
さ
ら
に
満
洲
を

狙
っ
た
1
9
3
1
年
9
月
1
8
日
の
リ
ュ

ウ
ジ
ョ
ウ
コ
ウ
も
重
い
。
8
月
に
行
な

わ
れ
る
数
々
の
平
和
行
事
が
、
い
か
に

戦
争
の
悲
惨
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
苦
痛
、

敗
戦
の
深
刻
さ
を
訴
え
よ
う
と
、
そ
れ

が
被
害
者
の
立
場
に
と
ど
ま
る
限
り
容

易
に
ヤ
ス
ク
ニ
に
結
び
つ
く
。
反
核
の

運
動
も
被
害
者
の
立
場
だ
け
に
立
っ
て

い
て
は
ダ
メ
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
、
7
月
7
日
の
前
後
の
日
、

毎
年
伊
豆
の
「
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
」

お
く
れ
ば
せ
な
か
ら

核
チ
ェ
ッ
ク
署
名
ス
タ
ー
ト

に
抗
議
す
る
た
め
、
四
条
河
原
町
の
高

島
屋
の
前
で
ハ
ン
ス
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

十
日
間
通
し
て
ハ
ン
ス
ト
を
し
た
の
は

足
立
修
行
さ
ん
と
山
下
円
美
さ
ん
。
そ

れ
に
多
勢
の
支
援
の
ハ
ン
ス
ト
が
加
わ

っ
た
。
広
島
、
長
崎
か
ら
の
帰
途
、
外

国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
が
多
く
立
ち
寄
り
、

九
日
目
に
は
九
州
か
ら
伊
藤
ル
イ
さ
ん

が
駆
け
つ
け
た
。
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京

都
連
絡
会

0
7
5
.
2
5
5
.
1
2
6

のマ信・, 1 

会ホ訓
0 I練
8 クを
2のし
3配て
・備来
73をた
・許も
4すの
6なで
6 /あ
〇呉る
市゜
民卜

守
認
誌
紅
紅

r

8
月
5
日
の
「
被
爆
四
十
年
1

八

8

.
6
ヒ
ロ
シ
マ

V
の
原
点
を
と
り
も
ど

そ
う
I
.
8
.
5
反
戦
・
反
核
広
島
集
会
」

は
予
想
以
上
の
成
功
で
あ
っ
た
。
当
日

出
さ
れ
た
基
調
報
告
は
、
多
く
の
人
々

の
関
心
を
呼
び
、
集
会
後
も
活
用
し
た

い
と
い
う
声
が
届
い
て
い
る
。
被
爆
の

原
点
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
今
日
の

核
情
況
を
照
ら
し
出
そ
う
と
し
た
共
同

作
業
の
賜
物
で
あ
る
。
参
加
3
5
0
人
、

主
催
は
実
行
委
員
会
。
基
調
報
告
文
を

手
に
入
れ
た
い
方
は

0
8
2
.
2
4
8

•
1
3
5
1

松
江
澄
事
務
所
ま
で

守
"
“
に
に
彗

●
岡
山
に
も
新
し
い
市
民
運
動
の
芽
が

ふ
い
た
。
8
月
24
日
か
ら

28
日
ま
で
の

5
日
間
、
丸
木
位
里
・
丸
木
俊
「
原
爆

の
図
」
岡
山
展
が
開
か
れ
、
9
千
余
に

の
ぼ
る
市
民
が
入
場
、
反
核
の
思
い
を

あ
ら
た
に
し
た
。

●
ま
た
日
本
原
基
地
で
は
、
一
形
枠
撤

廃
な
ど
の
中
曽
根
政
治
を
背
景
に
、
一

の
前
に
立
つ
。
戦
争
中
、
強
制
労
働
の

た
め
日
本
に
連
行
さ
れ
た
中
国
人
伴
虜

は
約
5
万
名
。
栄
養
不
足
と
苛
酷
な
労

働
に
よ
っ
て
そ
の
三
分
の
一
が
亡
く
な

っ
た
。
伊
豆
の
鉱
山
に
も
そ
れ
が
あ
り
、

84
人
の
遺
体
が
山
の
中
に
埋
も
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
私
た
ち
は
、
1
9
5

3
年
に
そ
の
遺
体
を
発
掘
、
荼
毘
に
付

し
て
法
要
し
、
遺
骨
を
本
国
に
送
還
し

た
。
そ
の
地
に
慰
霊
碑
を
建
て
毎
年
法

先
頭
に
立
つ

元
海
軍
将
校

0
井
手
敏
彦

全
国
自
然
保
護
造
合
理
事

要
す
る
。
そ
れ
は
加
害
者
の
実
感
に
迫

ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。

7
日
の
東
京
集
会
の
あ
と
那
覇
に
飛

ん
だ
。
県
議
会
で
石
垣
島
新
空
港
促
進

の
陳
情
が
採
択
さ
れ
る
と
い
う
情
勢
が

あ
っ
て
、
住
民
た
ち
は
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

を
含
め
て
県
庁
前
で
座
り
こ
み
の
抗
議

行
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
青
年
も

女
性
も
ジ
イ
サ
ン
も
バ
ア
サ
ン
も
、
炎

天
の
下
に
懸
命
の
面
持
ち
で
座
り
こ
み
、

l
 

気
に
演
習
場
全
面
使
用
を
も
く
ろ
ま
ん

と
、
新
中
央
射
場
で
の
実
射
演
習
を
開

始
し
た
。
演
習
場
内
工
作
、
と
り
わ
け

一
番
奥
に
あ
る
奥
鉄
男
さ
ん
の
耕
作
地

へ
の
通
行
を
妨
害
す
る
な
ど
緊
張
を
ま

し
て
い
る
。

●
反
戦
馬
天
嶺
は

7
月
27
日
・

28
日、

岩
国
、
美
保
、
呉
な
ど
中
国
地
方
各
地

の
反
基
地
を
闘
う
仲
間
の
参
加
を
え
て

日
本
原
行
動
を
成
功
さ
せ
た
が
、
そ
れ

を
皮
切
り
に
地
元
農
民
、
美
作
（
み
ま

さ
か
）
地
評
の
労
働
者
と
と
も
に
月
4

ー
5
回
あ
る
新
中
央
射
場
で
の
実
射
を

阻
む
行
動
を
組
ん
で
い
る
。
ト
マ
ホ
ー

ク
の
配
備
を
許
す
な
／
．
岡
山
行
動

0
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6
月
に
非
核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合
の
エ

ル
モ
・
マ
ナ
。
ハ
ッ
ト
氏
が
来
て
集
会
を

も
っ
た
こ
と
が
―
つ
の
契
機
に
な
っ
て
、

か
ね
て
か
ら
計
画
の
あ
っ
た
「
反
核
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
1
1
ヒ
ロ
シ
マ
交
流
の
旅
」

が
実
現
し
た
。

8
月
1
7
日
か
ら

25
日、

参
加
者
は
、
三
人
の
6
0
代
被
爆
者
を
含

む
6
人
。
バ
タ
ー
ン
半
島
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
反
核
運
動
の
底
の
深
さ
に
感
動
し
た
。

ス
ー
ビ
ッ
ク
基
地
を
訪
れ
た
が
、
片
田

舎
で
す
ぐ
に
船
の
ア
レ
ン
ジ
が
で
き
た

当
局
や
議
会
と
交
渉
を
続
け
た
。
強
く

訴
え
る
こ
と
は
、
か
つ
て
「
い
く
さ
場
」

で
あ
っ
た
島
の
苦
悩
に
満
ち
て
い
た
。

い
ま
で
も
一
日
往
復
16
便
の
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
飛
ん
で
い
る
の
に
、
何
故
そ
れ
以

上
の
大
型
機
が
必
要
な
の
か
。
仮
り
に

大
型
機
を
必
要
と
す
る
と
し
て
も
、
そ

の
発
着
は
現
在
の
空
港
の
若
干
の
拡
張

で
足
り
る
筈
で
は
な
い
か
。
何
故
に
世

界
有
数
の
サ
ン
ゴ
礁
を
つ
ぶ
し
魚
湧
く

海
を
無
き
も
の
に
す
る
の
か
。
そ
う
い

う
切
実
な
問
に
対
し
て
、
返
っ
て
く
る

の
は
空
し
く
情
熱
な
き
言
葉
で
し
か
な

か
っ
た
。
住
民
の
心
に
は
「
い
く
さ
場
」

の
思
い
出
と
と
も
に
、
シ
ー
レ
ー
ン
の

き
な
臭
さ
が
焼
き
つ
く
の
で
あ
る
。

基
地
と
開
発
が
集
中
す
る
島
、
オ
イ

ル
ロ
ー
ド
の
中
心
で
あ
り
、
必
ず
シ
ー

か
な
め

レ
ー
ン
の
要
と
な
る
島
。
沖
縄
を
お
お

う
現
実
の
な
か
で
、
こ
ん
ど
の
新
空
港

地
域
か
ら

反
ト
マ
全
国
会
議
の

心
準
備
で
大
わ
ら
わ

り
、
色
々
な
人
々
が
私
た
ち
の
た
め
に

働
い
て
は
消
え
て
い
く
。
6
月
の
人
民

ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
若
い
労
働
者

の
表
情
が
、
厳
し
い
状
況
下
で
明
る
＜

希
望
に
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。
（
梶
岡
秀
・
談
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

人
々
と
交
流
す
る
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
会

0
8
2
3
.
2
2
.
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九
州
は
い
ま
全
国
づ
い
て
、
忙
し
く

回
転
し
て
い
る
。
9
月
21
日
ー

23
日
は

熊
本
県
至
名
市
で
第
五
回
地
域
を
ひ
ら

く
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
が
九
州
住
民
闘
争
合

宿
運
動
の
主
催
で
開
か
れ
る
。
そ
し
て

一
週
間
後
の
9
月

28
日
・
2
9
日
に
は
ト

マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
／
．
全
国
運

動
の
第
六
回
全
国
会
議
。
全
国
会
議
に

む
け
て
は
す
で
に
8
月
、
9
月
に
打
合

せ
会
議
を
も
っ
て
内
容
を
深
め
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
を
確
定
、
案
内
の
発
送
も
す
ま
せ

た
。
こ
の
共
同
作
業
の
中
で
、
せ
っ
か

く
の
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
反
核
、

反
安
保
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
九
州

の
中
で
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
が
生
ま
れ

て
い
る
。
軍
拡
・
行
革
・
改
憲
の
中
曾

根
を
打
ち
倒
そ
う
／
．
福
岡
共
同
行
動
。

9
2
.
6
4
1
.
7
9
2
3
 

強
行
が
シ
ー
レ
ー
ン
と
無
関
係
で
あ
る

と
い
う
責
任
あ
る
言
明
や
保
証
は
一
っ

も
な
い
。
沖
縄
は
、
ふ
た
た
び
軍
事
的

経
済
的
な
太
平
洋
戦
略
の
生
け
に
え
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
繁
栄
を
謳

歌
す
る
私
た
ち
は
ま
た
し
て
も
沖
縄
に

対
す
る
加
害
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
今
や
、
日
本
も
独
自
の
経
済
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
を
持
ち
、
自
ら
の
コ
ス
ト
で

経
済
国
境
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
自
ら
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
た
め

の
意
思
と
戦
略
を
持
つ
こ
と
は
、
ま
さ

に
『
生
き
る
』
と
い
う
こ
と
だ
」
。

こ
れ
は
、
昔
の
大
東
亜
共
栄
圏
の
構

想
で
は
な
い
。
「
経
済
安
全
保
障
を
考

え
る
会
」
な
る
も
の
が
1
9
7
6
年
に

公
表
し
た
「
日
本
経
済
確
立
へ
の
提
言
」

の
な
か
の
文
章
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

提
言
は
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
①
領
土

の
拡
大
、
②
自
由
円
圏
の
設
立
、
③
経

済
援
助
の
戦
略
的
活
用
、
④
海
外
へ
の

人
的
投
資
の
拡
大
、
を
提
案
し
て
い
る
。

十
五
年
戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
聖
戦

の
構
図
は
い
ま
復
活
し
つ
つ
あ
る
。
ナ

カ
ソ
ネ
元
海
軍
将
校
が
そ
の
先
頭
に
立
つ
。

(

8

月
27
日
か
ら
第
3
回
目
の
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
ア
ジ
ア
を
廻
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
日
本
の
投
影
を
見
て
来
よ

う
と
思
う
。
日
本
は
真
に
ア
ジ
ア
の
一

員
た
り
得
る
だ
ろ
う
か
）
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， ― DATA I DATA 
てのアメリカの艦船が核の発射台と チー、オリムピア の証言、 1985年、タイプ打ち原 4月号、p.31（写真あり）／『ジ

反トマ運動、米海軍のトマホーク論争を なるとすれば、友好的な港であって （注）前回のこの欄で「トマホーク 稿。(p.10に「最新のトマホー ェーン年鑑』1984-1985、p.640

揺さぶる も将来の寄港は複雑化し争いを生む 装備と確認された潜水艦名は以下の クの基準線になった」とある） p.653(p.640によれば1984

要因となるであろう。 通り」として記載したものは、今回 ②駆逐艦メリル（装甲箱型発射台 年 6月1日から 1985年 12月 1
-CIAベテランの証言ー一 フォスター氏の再整理では三種類に を82年 4月に装備した。試験艦 日まで、メアーアイランドで定

このヒップスの論文は最も明確な 分けられており、従って前回の「確 であった。母港サンジェゴ） 期オーバーホールをすませた）

日本における反トマホーク運動が 射艦を攻撃したとすれば、彼らはた 運動への反応であるが、核艦船拒否 認」という表現は今回のものとは区 1. 『プロシーディングズ』誌1982 ／アジア太平洋防衛フォーラム

アメリカの CIAのベテランの戦略 だちに功績を認められたであろうか の動きが拡大する傾向を憂慮して、 別されなければならない。 年4月号、p,29(写真あり） ／ (1984年夏）p.5

研究家に影響を与え、 トマホーク配 らである。核戦力と非核戦力の区別 海軍担当者の反応が見えて来ている。 確認艦として名が出されているも 2.『ジェーン年鑑』1984-1985、 ④攻撃型原潜ラホヤ（ロサンゼル

備に疑問を呈さしめていることが明 をあいまいにすることによって、 S 太平洋軍最高司令官クラウ提督は、 ののうち、太平洋艦隊所属のものは p. 640、p.689 (p. 640によれ ス級。 1984年に魚雷発射管を

らかになった。アメリカ海軍研究所 LCMを装備したアメリカ海軍は新 1984年7月、ワインバーガー国防長官 5隻であるが、その 5隻について、 ば、 85年 3月8日までに定期オ 用いた発射台を装備した。母港

の紀要『プロシーディングズ』 85 しい形のハンディキャップを背負う に対して「外国の港がアメリカ海軍 確認の根処を以下に示す。 ーバーホールをすませた） ／ サンジェゴ）

年 1月号に掲載された「制御できな ことになる。 の訪問に対して開放的であり続ける ①戦艦ニュージャージー（1983年 3. 『プロシーディングズー海軍レ 1. 『プロシーディングズー海軍レ

いトマホーク？」と題する論文がそ ► 核 SLCM は海軍の船の寄港や母 ように努力しているときに、ハワイ 3月に近代化、装甲箱型発射台 ビュー誌』 1984年、 p. 150 (写 ビュー誌』 1984年、p.159（写

れである。著者のラッセル・ヒップ 港化の調整に関するデリケートな交 の港に『お断り』の看板を立てられ 8基を備える。母港ロソグビー 真あり） 真あり）／ 2. 海軍内部情報

スはワシントンに近いシンク・タン' 渉を行なうに際して、アメリカと同 たら私は最もガックリくるでしょう」 チ） ③攻撃型原潜ギターロ（スタージ ⑤攻撃型原潜ヒューストン（ロサ

ク「システムズ・リサーチ・コーポ 盟国との関係を複雑にするであろう。 と報告している。最近反戦研究者グ 1. 『プロシーディングズー海軍レ ョン級。 1982年 4月に魚雷発射 ンゼルス級。 1984年に魚雷発

レーション」の国家安全保障研究部 アメリカの同盟国の中には、核能力 ループ「ノーチラス・リサーチ」が ビュー誌』 1984年、p.161／ア 管を用いた発射台を装備した。 射管を用いた発射台を装備した。

長で元海兵隊員、 CIA22年のベテ 艦の寄港に対して大規模な抗議や反 入手した資料によると、最近統合幕 ジア太平洋防衛フォーラム（1984 試験艦であった。母港サンジェ 母港サソジェゴ）

ランである。論文の関連部分を引用 米デモを組織する社会的勢力を有す 僚議長に指名されたクラウ提督は、 年夏）p.5／下院軍備委員会に ゴ） 1. 『ジェーン年鑑』1984-1985、

すると、次の通りである。 る国がある。事実、日本の市民組織 「われわれは、この傾向を変えるた おけるホステyトラー海軍少将 1. 『プロシーディングズ』 1982年 p. 650 /2.海軍内部情報

の連合が、すでにトマホーク配備に めに精力的に動いている」と海軍の

► アメリカのいかなる艦船にも海洋 反対して集会を行なった。もしすべ 能動的な対処を表明している。 比較しておく。 して、この決議運動は急速に広まっ

発射巡航ミサイル SLCMが配備さ
海上自衛隊か

► トマホーク（対艦攻撃用TASM) た。核搭載可能艦は非核証明を出さ

れている可能性があるという事実は、
国産巡航ミサイル

＝射程460km／全長556m／価格 7 なければこれらの自治体の港に入港

アメリカ海軍を存在誇示の目的に使
開発へ

億5千万円（対艦用の価格と特定さ することは出来ないという内容の決

うという効能を究極的に奪ってしま トマホーク装備艦名に確実度のランク付け れていない） ≫ハプーン＝射程 110 議であり、神戸市が 1975年に始めた

うだろう。すべての海軍の示威行動 lem／全長4.57m／価格3億2千万円 ものと同じ方式である。これらの自

を核のサーベルをガチャガチャ嗚ら 海上自衛隊は既に米海軍と同じ艦 (84年度） ► 海上自衛隊国産巡航 治体のほとんどは、ノルウェーの北

す演習に変えてしまう可能性がある。 トマホーク搭載艦の追跡調査を精 II トマホーク発射装置を装 対艦巡航ミサイル・ハプーンを1981 ミサイル＝射程150km／全長未定／ 部に位置しているが、オスロの西部

アメリカ合衆国が海軍を外交的目的 力的に行なっている反トマホーク・ 備したと推定されるもの（以下 年から導入しているが、このたび19 価格 1億円弱の見積り。 に位置するホルテソが含まれている

を支援するために使う場合が多くあ アジア太平洋キャンペーンのネルソ 「推定艦」と略す） 86年度から始まるいわゆる 59中業 ことは注目に値する。ホルテン港は

るが、その場合、核能力を有してい ン・フォスター氏は、入手データの 誘導ミサイル巡洋艦サウスカロラ の中で、より高性能の国産巡航ミサイ ノルウェー海軍の二番目に大きな基

るという‘ングナルは挑発的になるだ 再整理を行ない、 トマホーク搭載艦 イナ、コム・ド・グラッセ、 ルを開発することが明らかになった。
ノルウェー第二の 地であり、最も大きな造船所をもっ

ろう。たとえば、戦艦ニュージャー を特定する際の確実度を次の三段階 攻撃型原子力潜水艦ォーグスタ 水J::打撃力を強めるという理由から
海軍塞地で

ている。また NATO軍の軍艦を受

ジー CBB62)がレバノン沖に配備 に分類している。 m トマホーク発射装置を装 であるが、発射台（水上艦の対空ミ
核艦船拒否の市議会

入れるに際しては中心的な役割を果

されたとき、仮に予定されている核 I トマホーク発射装置を装 備している可能性があるもの サイル発射台を用いる場合と潜水艦 して来た。中央政府は、自治体がこ

SLCMが装備されていたとするな 備したことが確認されているも （以下「可能性艦」と略す） の魚雷発射管を用いる場合がある） 1985年6月1日付のノルウェー のような決定をする権利はないと言

らば、ニュージャージーの存在それ の（以下「確認艦」と略す） 駆逐艦スタムプ、 のハプーンとの共用をめざすこと、 の反核グループ「核兵器ノー」の報 っている。

自身がアメリカの介入のエスカレー 戦艦アイオワ、ニュージャージ一、 攻撃型原子力潜水艦フェニックス、 ハプーソは核つきを開発中であること、 告によれば、ノルウェーで過去6週

ションと見なされたであろう。また、 駆逐艦メリル、コノリー、デヨー ミネアポリスーセントボール、 を考えると、この分野での自衛隊の 問の問に8つの自治体議会が、核艦

その地域の敵陣営に対して格好の攻 攻撃型原子力潜水艦ギターロ、ラ ハイマン・リックオーバー、サ 動向に注意を払う必要がある。 船の入港を拒否した。

撃目標を与えたことになるだろう。 ホヤ、ボストン、バルチモア、 ンフラソシスコ、ノーフォーク、 トマホークにも対艦攻撃用 TAS 海洋発射巡航ミサイル（アメリカ

なぜなら、もし彼らが戦略核兵器発 アトラソク、ヒューストン バッファロー、ソルトレークシ Mがあるが、これらの性能を簡単に の場合はトマホーク）配備を契機と
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「
私
た
ち
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

を
忘
れ
な
い
私
た
ち
は
ト
マ
ホ
ー
ク
、

F
1
6
の
配
備
を
許
さ
な
い
」
の
横
断
幕

を
背
に
、
山
下
円
美
さ
ん
と
私
と
が
四

条
河
原
町
に
座
り
込
ん
だ
「
ト
マ
ホ
ー

ク
阻
止
京
都
連
絡
会
」
の
ハ
ン
ス
ト
行

動
は
、
今
後
へ
つ
な
が
る
多
く
の
豊
か

さ
を
は
ら
ん
で
終
わ
り
ま
し
た
。

8
月

6
日
8
時
1
5
分
か
ら
1
5
日
正
午
ま
で
の

約
1
0
日
間
、
人
と
人
と
の
ゆ
っ
た
り
し

た
こ
と
ば
の
か
わ
し
あ
い
に
満
ち
た
ハ

ン
ス
ト
現
場
が
創
り
出
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
の
訴
え
を
最
少
限

に
抑
え
署
名
や
カ
ン
パ
の
呼
び
か
け
も

せ
ず
、
ビ
ラ
を
手
渡
す
だ
け

の
II

静
か

な
座
り
込
み
“
は
、
私
た
ち
が
論
議
の

中
か
ら
め
ざ
し
た
形
態
で
し
た
。

ハ
ン

ス
ト
そ
れ
自
体
が
内
包
す
る
行
動
性
や

喚
起
力
に
よ

っ
て
道
行
く
人
々
の
心
に

日
本
の
核
状
況
に
対
す
る
関
係
性
の
自

覚
を
触
発
し
、
克
服
へ
の
志
と
行
動
と

横
浜
市
の
西
北
端
、
大
和
市
に
隣
接

す
る
地
域
に

上
瀬
谷
米
軍
通
信
隊
基
地

が
あ
り
ま
す
。

北
陸
の

雪
ず
り
の
よ
う

な
形
を
し
た
ア
ン

テ
ナ
群
が
緑
豊
か
な

大
地
で
音
も
な
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
存
在
を
意
識
し
た
の
は
今
年
の

は
じ
め
頃
。
近
所
の
基
地
が
今
問
題
に

な
り
始
め
て
い
る
ら
し
い
、
こ
の
甚
地

の
役
割
が
何
な
の
か
、
こ
れ
が
あ
る
事

に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か

少
し
調
べ
て
み
よ
う
か
・
・
・
と
生
活
ク
ラ

ブ
の
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
反
ト

マ
企
画
の

ピ
ー

ス
バ
ス
で
、
昨
年
以
来

基
地
に
つ
い
て
調
べ
出
し
て
い
た
「
中

曽
根
を
沈
め
よ
う
神
奈
川
運
動
」
の
人

々
と
出
会
い
ま
し
た
。
一
緒
に
何
か
出

来
な
い
か
…
と
い
う
話
に
な
り
、
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
と
に
か
く
地
元
の

人
々
と

一
緒
に
知
る
事
か
ら
始
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

5
月
1
8
日
、
2
6
日
に
公
開
講
座
、
集

会
デ

モ
と
続
い
た
が
、
両
日

と
も
予
想

｀
 

i
 

元気いっぱいの子供たちがデモの先頭

を
と
も
に
は
ぐ
く
む
つ
な
が
り
を
創
り

出
せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
私

た
ち
が
こ
の
ハ
ン
ス
ト
行
動
に
こ
め
た

願
い
で
し
た
。

そ
の
願
い
は
幾
つ
か
の
確
か
な
芽
を

生
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
と
も
に
座
り
込

ん
で
く
れ
た
人
、
行
動
す
る
の
は
初
め

て
の
支
援
の
若
い
人
た
j
‘
・

立
ち
止
ま
っ
て
話
し
か
ー

た
り
自
ら
署
名
や
カ
ン
。
ハ

一

を
申
し
出
て
く
れ
た
人
た

ち
。
支
援
者
ど
う
し
の
毎

タ
の
交
流
会
も
含
め
て
、

一

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
人
と
が• 

現
場
で
豊
か
な
対
話
の
時

．

一

を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ン
ス
ト
行
動

に
あ
た
っ
て
し
ば
し
ば
「
な

ぜ
ハ
ン
ス
ト
な
の
か
」
と

‘

い
う
質
問
や
時
に
拒
否
反

＂，
 

応
に
も
出
あ
い
ま
し
た
。

生
命
を
守
ろ
う
と
す
る
反

大
事
な
も
の
を

っ
ぱ
い
も
っ
た
デ
モ
で
…
…

しヽ
●
八
木
橋
真
知
子
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
I
．
ウ
ド
の
会

を
上
回
る
参
加
者
、
そ
れ
も
地
元
の
人

々
が
新
聞
や
人
伝
て
に
聞
い
て
参
加
し

て
く
れ
た
事
は
嬉
し
い
事
で
し
た
。
折

し
も
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
は
じ
ま
っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
に
の
っ
た

た
め
そ
れ
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。公
開
講
座
は
と
に
か
く
上
瀬
谷
基
地

な
る
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を

知
る
会
で
し
た
。
3
C
I
シ
ス
テ
ム
な
ど

と
少
々
難
し
い
話
が
出
て
き
ま
し
た
が
、

大
体
の
事
は
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
横
須

賀
海
軍
の
受
信
甚
地
で
あ
り
、
第
七
艦

隊
第
一
哨
戒
航
空
指
令
部
が
お
か
れ
、

ま
た
こ
こ
が
、
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
指
令

の
た
め
の
中
継
基
地
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
い
が
持
た
れ
て

い
ま
す
。

米
軍
が

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
網
の
目
の
よ
う
に

張
り
め
ぐ
ら
し
て
い
る
通
信
基
地
の
一

つ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

8
月
に

発
表
さ
れ
た

「
作
戦
統
制
セ
ン

タ
ー

」
計
画
延
期
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
こ
の
基
地
は
米
国
の
核
戦
略
に
し

っ
か
り
と
組
込
ま
れ
た
重
要
な
基
地
だ

と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
た
だ
の

通
信
施
設
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
こ

れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
恐
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。

集
会
デ
モ
は
歌
あ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
あ
り
、
各
々
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
に
書
い
て
町
行
く
人
々
に
手
渡
す

ノ

ハンストに多くの人びとの支援がよせられた

怒
り
を
肉
声
に
の
せ
て

8
月
6
8
か
ら
ハ
ン
ス
ト

●
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会

核
運
動
な
の
に
矛
盾
し
な
い

か
、
と
も
問
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
私
は
こ
う
答

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
有

機
的
な
生
命
体
で
あ
る
地
球

自
体
を
含
む
生
命
を
こ
れ
ほ

ど
に
下
等
に
置
き
粗
末
に
扱

う
核
兵
器
の
思
想
に
対
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
生
命
が
最
高
の
価
値
で
あ
る

と
考
え
る
一
人
間
の
思
想
の
最
も
ぎ
り

ぎ
り
の
対
峙
行
為
が
ハ
ン
ス
ト
で
あ
る
」

と
。
私
に
と
っ
て
ハ
ン
ス
ト
は
ま
さ
に

精
神
的
な
行
為
で
し
た
。

む
ろ
ん
、
核
状
況
を
克
服
す
る
た
め

の
行
動
は
人
さ
ま
ざ
ま
に
選
び
取
ら
れ “ 4四

た
ら
い
い
わ
け
で
す
し
、
核
に
対
す
る

認
識
と
怒
り
の
深
化
か
ら
生
ま
れ
る
行

動
は
そ
の
形
態
を
超
え
て
必
ず
ひ
と
つ

の
つ
な
が
り
に
達
し
う
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ハ
ン
ス
ト
に
私
個
人
が
こ
め
た

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
思
い
は
、
高
校

の
教
師
と
し
て
核
に
つ
い
て
日
常
的
に

語
り
か
け
て
き
た
若
い
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
に
な
し
う
る
行
動
を
生
活
の
中
で

選
び
取
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
思
い
で
し

た。

11

私
は
ハ
ン
ス
ト
と
い
う
行
動
を

取
っ
た
。
君
た
ち
は
君
た
ち
の
な
し
う

る
形
態
を
選
ぶ
行
動
者
で
あ
っ
て
ほ
し

ぃ
“
と
。
そ
の
意
味
で
、
卒
業
生
や
在

校
生
た
ち
が
支
援
や
激
励
に
来
て
く
れ

た
り
、
ま
た
た
だ
現
場
を
見
に
来
て
く

れ
た
だ
け
で
も
、
大
い
に
う
れ
し
い
も

の
で
し
た
。
彼
ら
の
生
き
方
の
中
に
ひ

と
つ
の
波
立
ち
、
ひ
と
つ
の
小
さ
な
芽

生
え
が
も
た
ら
さ
れ
た
な
ら
、
ハ
ン
ス

ト
者
と
し
て
本
望
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
が
他
者
と
個
人
の
内
奥
の
こ
と
ば

を
語
り
あ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
持

続
す
る
こ
と
、
そ
の
遠
い
積
み
重
ね
こ

そ
が
、
お
互
い
を
人
間
に
ひ
き
も
ど
し

地
球
を
人
間
の
手
に
取
り
返
す
唯
一
の

そ
し
て
最
も
近
い
方
法
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

と
い
う
事
も
し
た
。
私
は
初
老
の
男
性

に
渡
し
た
が
、
ボ
ー
ッ
と
受
け
取

っ
た

だ
け
で
読
ん
で
く
れ
た
か
ナ
ー
。
と
に

か
く
2
5
年
近
く
デ
モ
な
ど
な
か

っ
た
土

地
柄
、
突
然
現
わ
れ
た
デ
モ
行
進
に
、

地
元
の
人
々
は
目
を
丸
く
し
て
見
て
い

た
。
昭
和
3
6
年
の
「
電
波
地
役
権
闘
争
」

の
時
は
か
な
り
激
し
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
人
々
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。
一
応
無
事
に
終
わ
っ
た
。

ど
れ
だ
け
の
も
の
が
人
々
の
心
に
の
こ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
私
の

中
に
は
か
な
り
の
蓄
積
が
で
き
た
よ
う

に
思
う
。
い
つ
も
主
婦
ば
か
り
で
動
き

回
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
準
備
の
二

ヵ
月
間
は
初
め
て
出
会
う
事
が
色
々
あ

り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
な

ん
て
免
許
の
書
替
え
ぐ
ら
い
し
か
行
っ

た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
に
、
デ
モ
申
請

に
行
く
度
に
「
こ
ん
な
事
は
、
も
う
や

め
な
さ
い

」
と
猫
撫
で
声
で
さ
と
さ
れ

た
り
し
て
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
の
生
・
ク
の
反
省
の
中
に
、

労
働
組
合
の
旗
を
持
っ
て
シ
ュ
。
フ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
叫
ぶ
事
に
す
こ
く
反
発
を
感

じ
た
、
あ
れ
で
は
地
元
の
中
に
入
っ
て

行
け
な
い
の
で
は
な
い
か
：
・
と
心
配
の

声
か
多
か
っ
た
。
他
方
、
一
緒
に
参
加

し
た
労
働
組
合
の
人
達
か
ら
は
、
も
の

足
り
な
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
ら

（
足
立
修
行
）
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し
い
。
私
達
主
婦
の
感
覚
か
ら
行
く
と
、

デ
モ
行
進
と
い
っ
た
ら
、
静
か
に
、
た

れ
ま
く
を
持
っ
て
歩
く
だ
け
と
い
う
ス

タ
イ
ル
な
の
で
す
。
貯
金
通
帳
や
ら
何

や
ら
大
事
な
物
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま

っ
た

よ
う
な
大
き
な
バ
ッ
グ
を
デ
モ
に
堂
々

と
持
っ
て
現
わ
れ
る
辺
り
が
私
ら
の
デ

モ
に
対
す
る
認
識
な
の
で
す
。
身
分
を

証
明
す
る
よ
う
な
も
の
は
一
切
身
に
つ

ー
本
屋
さ
ん
で
こ
の
本
を
み
つ
け
た

と
き
、
ア
ッ
、
や
ら
れ
た
な

っ
て
思
い

ま
し
た
。
運
動
体
が
こ
れ
ま
で
い

っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
作
っ
て
き
た
も
の
が
、

な
ん
だ
か
色
あ
せ
て
見
え
て
き
て
…
…
。

で
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
、
ど
ん
な
思
い

で
こ
の
本
を
作
っ
た
の
か
知
り
た
く
な

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

大

川

今

年

は

被

爆

40
周
年
。
い
ろ
ん

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
役
に
立
つ

「
教
科
書
」
の
よ
う
な

も
の
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
ね
。

講
談
社
で
出
版
し
て
は
ど
う
か
、
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

平
石
昨
年
の
暮
の
こ
と
で
す
。

大

川

で

、

な

る

べ

く

多

く

の

人

に

「
核
」
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
裾
野
を
広
げ
る
ボ
ピ
ュ

ラ
ー
な
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

テ
ー
マ
は
重
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

お
説
教
で
は
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
。
お
ど

か
し
て
も
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
。
ク
ー
ル

に
、
ま
じ
め
に
心
に
訴
え
る
も
の
を
と
。

そ
の
た
め
に
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

前
田
さ
ん
、
西
岡
さ
ん
を
は

じ
め
お
お

ぜ
い
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
本

は
誕
生
し
ま
し
た
。

平
石
は
じ
め
は
ど
う
な
る
か
、
ま
っ

た
く
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
で
す
ね
。

資
料
だ

っ
て
集
ま
る
か
ど
う
か
と
。
お

か
げ
で
、
私
た
ち
も
ず
い
分
勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
（
笑
）

考
ー
に
限
定
t
a
ぃ

ー
被
爆
さ
れ
た
人
々
の
写
真
が
な
い

で
す
ね
。
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
が
。

平
石
え
え
、
そ
こ
が
た
い
へ
ん
む

つ

か
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
か
、
と

い
う
感
じ
で
は
出
し
た
く
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
写
真
は
限
ら
れ
て
い
る
し
。

だ
か
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
表
現
方
法
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

大
川
ス
ト
レ
ー
ト
に
人
間
は
出
さ
な

く
て
も
、
そ
の
こ
と
を
連
想
で
き
る
、

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
「
モ
ノ

」
で
表

現
し
た
わ
け
で
す
。

平
石
む
し
ろ
、
そ
の
方
が
訴
え
る
カ

JJJ9ソ
, 9、,.'ぺ；，易

9噂"
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誰
を
拒
否
し
て

そ
し
｀
積
I
I
や
け
＆
も
た
と
し
て
｀
そ

し
T
、
も
し
｀
あ
な
た
が
シ
ェ
ル
タ
ー
の

H
C
1
だ
’
た
C
し
た
ら
，
あ
な
た

U

扱
ら
h
た
人
霞
し
か

a"で
e
“
い
シ
9

ル
タ
ー
に
｀
＂
そ
入
れ
、
l
l
孔
入
れ
広
い

t
,
t
 
一h
-

と
す
る
た

4
,
.
そ
し
て
、
あ
な
た
自

賃
に
反
し
て
．
．
 ＂
に
入
る
う
と

rる
人

に
”
レ
C
U
｀
と
う
＂
め
｀
る
た
ス

5

情
シ
1
し
夕
＇
の
心
鴨
贔
に
訊
が
貪
”

nて
い
る
の
は
．
そ
の
た
の
C
あ
る
．

【

n字
よ

】

！

り

＼

g
,
'
た
忍

E
紀
8
.
l

ぃ
．
r
~
1
令
”
か
A
．
鼻
ぷ

t
t
●
,
"
“
k
5
は
、
い
つ
0
号
1
f
.

.

 一
ズ
、
ぶ
召
点•5
、
~

＇
と
I
t
い
人
れ
・
と
限

9
る
カ
ビ
｀
尺
2
.
と

r§

し
ク
、
．
（
い
t
t
`
,
N
J・
2

t
ge
i'
9、9
,

9

こ
の
親
の
存
在
は
ど
．

9
ェ
ル
タ
ー
と

い
う
鼻
患
の
慣
竃
に
高
る
算
＾
霞
た
＊
｀

nす
る
も
の
U
打
い
だ
ろ
う
．
．
 レ
ビ
、

か
り
に
．
＃
う
蒙
で
し
て
9
さ
＂

n卜
と

し
C
、
E
摩
鳩

nt
火
富
対
賓
も
U
と
ん

て
一
＾
t
｀
,
L
く
、
・
ら
の
｀
い
る
と
さ
＇
し

n
h`
ょ晨＂＂ハ・り

へ
入
る
を
“
,
"
人
・
ふ
・

9
9な
i
.cれ
｀
”
注
依
・
ス
も
ー
リ

ヒ
n
.
"と
、
ら
ー
今
怒
只
＂
ら
を
し
が
な
し
上
，
．
ー

卜
、
＞
ユ

9

e
綱
心
で
ビ
な
い
．
む
＂
蝙
，
沿

aヽ
n、

売
体
の
竃
々
と
鴫
た
P
6
鳥
●
ビ
、
｀
虐

贄
し
、
さ
え
↓
．
乙
も
剛

uvな
っ
た
ぐ
＂
‘

生
占
が
祀
召
g

.3拿
ぶ
い
と
い
う
心

§
“
い
の
C
あ
ら

そ
れ
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
息
子
で
あ
り

娘
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

ー
被
爆
者
や
死
ん
だ
人
の
写
真
が
な

く
て
、
ど
こ
か
キ
レ
イ
ゴ
ト
に
流
れ
て

し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

大
川
ヒ
ロ
ジ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
は
も
っ

と
も
残
酷
な
事
実
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
を
、
む
ご
た
ら
し
さ
だ
け
を
突
き
出

し
て
み
せ
る
と
い
う
の
で
は
、
衝
撃
的

で
は
あ
っ
て
も
、
一
時
的
な
も
の
で
終

っ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と

奥
深
く
受
け
と
め
て
、
心
の
中
に
刻
み

つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
ち
が
っ
た
方
法
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
そ
ん
な
ふ
う
に
い
ろ
い
ろ
考
え

ま
し
た
。

ー
ビ
キ
ニ
の
「
最
後
の
犬
」
と
い
う

写
真
は
そ
う
で
す
ね
、
と
て
も
印
象
的

で
す
。
な
ん
と
も
残
酷
な
風
景
で
…
…
。

大

川

豊

崎

さ
ん
の
写
真
で
す
ね
。
す

ご
い
写
真
で
す
よ
、
こ
れ
は
。

ー

被

爆

者
の
写
真
が
な
い
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
原
水
禁
運
動
や
反
核

運
動
は
、
そ
う
し
た
人
々
の
写
真
が
持

つ
衝
撃
力
に
あ
ま
り
に
も
よ
り
か
か
り

す
ぎ
て
い
な
い
か
と
い
う
反
省
も
感
じ

た
し
、
あ
え
て
の
せ
な
い
こ
と
で
、
核

問
題
が
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
で
止
ま

っ
て
は
い
な
い
ん
だ
と
。
あ
る
い
は
も

生
き
残
る
の
か

生
き
残
る
の
か

死
の
世
界
に

誰
を
招
き
入
れ

誰
と
共
に

悶
石
‘
夭
目

な
り
ま
し
た
。

平

石

一

番

読
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ

た
の
は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
な
ん

で
す
。

大

川

そ

こ

で

二
人
で
い
ろ
い
ろ
と
考

え
ま
し
て
ね
。
と
も
か
く
、
若
い
人
た

ち
が
抵
抗
な
く
手
に
し
て
も
ら
え
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
岩
波

の
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、

う
ち
の
少
年
マ
ガ
ジ
ン
風
の
も
の
ま
で

作
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
。

ジ
＇
ル
ク
ー
一

,OO 

い
ま
、
地
球
は
…
」

て
き

の、

る
ま
で

講談社事典問担当部長

大川修
講談社事典局編纂主任

平石元明

け
な
い
、
と
い
う
デ
モ
の
あ
り
方
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
異

な
っ
た
種
類
の
人
々
が
出
会
っ
た
の
が

今
回
の
集
り
の
特
徴
の
よ
う
で
す
。

最
近
の
傾
向
な
の
か
、
や
た
ら
女
を

お
だ
て
て
調
子
に
の
せ
て
、
今
は
女
の

時
代
だ
よ
…
な
ど
と
や
ら
せ
て
し
ま
う

オ
ト
コ
が
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

今
回
関
わ
っ
た
人
々
は
一
様
に
そ
の
辺

り
は
紳
士
的
で
、
私
ら
オ
バ

サ
ン
相
手
で
も
個
を
持
っ
た

人
間
と
し
て
見
て
い
る
人
々

が
多
い
の
に
感
激
し
て
し
ま

っ
た
。
当
り
前
の
こ
と
な
ん

で
す
が
ね
：
．
。
で
も
、
こ
う

い
う
こ
と
が
草
の
根
運
動
を

進
め
て
行
く
た
め
に
は
大
事

な
姿
勢
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 闘 □、

実
行
委
員
会
解
散
後
、
新
た
に
「
上

瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
・
ウ
ド
の
会
」

を
発
足
。
う
ど
(

1

1

独
活
“
と
書
き
ま

す

）
は
瀬
谷
の
特
産
物
で
す
。
基
地
撤

去
を
目
標
に

30
人
程
か
ら
出
発
。
勉
強

会
を
中
心
に
、
老
若
男
女
が
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
に
な
り
、
個
々
の
思
い
を
発
散
さ
せ

な
が
ら
地
元
に
根
を
張
っ
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

27 26 
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う
す
で
に
、
日
本
人
は
核
の
加
害
者
に

す
ら
な
っ
て
い

る
こ

と
へ
も
つ
な
が
っ

゜

て
し

V

大
川

は
じ
め
に
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ

キ
が
出
て
く
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
ん

で
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
限
定
し
た
ら

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
変
ら
な
い
。
そ
こ

か
ら

一
歩
も
出
て
こ
な

い
。
と
こ
ろ
が

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
も

っ
と
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
る
。

平

石

丸

木

さ

ん

の

絵
も
ど
ん
ど

ん
ひ

ろ
が

っ
て
い
ま
す
ね
。

大

川

日

本
の
現
状
、
げ

I
も
ふ
く
め

て
軍
事
基
地
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

こ
ま
。

,
'

,
_9
 

大
川

そ
れ
も
初
め
は
あ

っ
た
ん
で
す
。

予
定
で
は
ね
。
と

こ
ろ
が
、
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
評
価
が

必
要
に
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
、
の
せ

る
、
の
せ
な
い
で
。
そ
う
す
る
と
、
こ

の
間
の
原
水
禁
大
会
の
あ
の
さ
わ
ぎ
を

み
て
も
ね
、
ど
こ
が
よ
く
て
、
ど
こ
が

悪
い
と
い
う
の
は
…
…。

ー

っ
ま
り
、
と
り
あ
げ
よ
う
が
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
被
爆
国
「
日
本
」

で
出
版
さ
れ
る

「
反
核
」

の
本
に
、
運

動
の
リ
ス
ト
が
の
せ
ら
れ
な
い
と
い
う

現
状
を
、
私
た
ち
は
も

っ
と
深
刻
に
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

大

川

運

動

の
歴
史
や
現
状
は
も
ち
ろ

ん
あ
る
べ
き
な
の

で
す
。

し
か
し
、
今

回
は
…
…
。
で
き
れ
ば
次
の
機
会
に
は

の
せ
た
い
で
す
ね。

＞
を
与
企
愕
ぽ

大

川

編

集
会
議
の
と
き
に
誰
か
が
い

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
日
本
の
反
核
運

動
は
8
月
だ
け
の
、
年
に
1
回
の

「
法

事
」
で

終
っ
て

い
る
。
そ
れ

で
い

い
の

か
っ
て
。

ー

本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。

大

川

こ

の
本
を
作

っ
て
、
そ
の
へ
ん

の
こ

と
は
本
当
に
そ
う
だ
な
っ
て
、
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ヽ

平石古t'-(1i）ヒ丈III叫紅i)・イこ勺ビユ`ー丈欠保・苛倉

ろ
う
と
、
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。
核
の
時
系
列
は
つ

な
が

っ

て
い

る
ん
で
す
か
ら
ね
、
現
在
ま
で
。

ー

そ

う

す
る
と

「
安
保
」
に
も
ふ
れ

ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
か
。

大
川

本
を
作
る
と
き
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
は
前
面

に
出
さ
な
い
。
で
き
る
こ
と
な
ら
そ
れ

を
こ

え
た
い

と
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は

次
の
世
代
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
地
球
を
ち
ゃ
ん
と
し

て
渡
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
問
題

が
発
生
し
た
ら
、
そ
こ
を
出
発
点
に
し

よ
う
と
。

安
保
賛
成
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
反
対

も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
安
保

の
結
果
で
あ
る
事
実
を
提
起
す
れ
ば
い

い
で
は
な
い
か
。
太
平
洋
が
核
の
海
と

な
っ
て
い
る
事
実
は
い
っ
て
も
い
い
だ

ろ
う
。
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
も
、
核

戦
争
で
は
な
く
て
も
、
あ
そ
こ
に
爆
弾

が
落
ち
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
よ
と
い
う

こ
と
は
、

い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
。
賛
成
か
反
対
か
、
そ
れ
は
読

者
が
考
え
れ
ば
い
い
。

ー

よ

く

わ

か
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
本

の
反
響
は
ど
う
で
す
か
。

熔
屯
翠
笙
令
・
・
・

|

ニ

ュ

ー

ジ
ー
ラ

ン
ド
で
も
、
地
を

は
う
よ
う
な
人
々
の
日
常
の
行
動
が
あ

っ
て
、
は
じ
め
て
政
府
の

非
核
政
策
が

あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
私
た

ち
の
日
常
は
と
い
う
と
、
気
が
つ
い
た

ら
「
国
を
守
れ
／
．」
の
大
声
が
と
び
か

っ
て
い
る
。

大
川
そ
う
で
す
ね
、
と
く
に
今
年
の

8
月
は
…
…
。
で
も
大
部
分
の
人
は
こ

う
し
た
キ
ナ
く
さ
さ
を
深
刻
に
考
え
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。
ボ
ク
ら

の
世
代
は
こ
れ
は
ア
プ

ナ
イ
と
、
頭
の

中
で
は
考
え
て
い
ま
す
よ
。
た
だ
、
そ

れ
が
行
動
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
ん
だ

な
。
こ
こ
が
問
頗
で
す
が
。

平

石

彼

は

引

き
揚
げ
者
で
、
ボ

ク
は

学
童
疎
開
な
ん
で
す
。
疎
開
で
箱
根
に

い
ま
し
て
ね
、
毎
日
B
2
9
が
飛
ん
で
い

く
の
を
、
ひ
も
じ
い
思
い
で
見
て
い
た
。

今
で
も
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
平
和
」
と

い
う
の
は
だ
か
ら
、
ボ
ク

ら
の
「
原
点
」
な
ん
で
す
ね
。
子
供
た

ち
に
は
同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
。

大
川

だ
か
ら
、
心
の
中
で
は
ね
、
こ

れ
じ
ゃ

い
け
な
い
と
思
っ

て
い

る
わ
け

で
す
よ
。
そ
れ
が
大
多
数
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
た
だ
、
そ
れ
を
声
に
し
て
行
動

に
う
つ
す
人
は
少
な
い
。
そ
の
こ
と
を

ね
、
し
っ
か
り
と
み
き
わ
め
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
め
る
し
か
な
い

で
し

ょ
う
ね
。

大
川

話
題
に

は
な
っ
て
い
る
の
で
す

が、

売
れ
方
は
今
ひ
と

つ
で
す
。

（
笑）

ー

そ
う
で
す
か
。

と
て
も
ポ
ッ
プ
な

作
り
で
、
核
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思

う
若

い
人
は
、
思
わ
ず
手
に
し
て
し
ま

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
。

平
石

ね
ら
い
は
そ
う
な
ん
で
す
。

（
笑

）

大
川

こ
れ
か
ら
で
す
ね
。
私
た
ち
は

何
年
か
か
っ
て
も
ま
じ
め
に
売
り
続
け

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
商
売
的
に
い

え
ば
、
こ
の
本
は
売
れ
て
も
あ
ま
り
も

う
か
ら
な
い
本
な
ん
で
す
け
れ
ど
。

（
笑
）
l
問
6

(

p
1
0
7
)
の
「
ま
ず
、
な
に

か
ら
は
じ
め
れ
ば
よ
い
の
か
」
に
は
答

が
な
い
で
す
ね
。

読
社
手
し
比

＠
ギ
旱
ス
」
白
主
議
座

9

9

9

9

ヽ
9

9

,

.. 
9

,

'

 

全
体
の
印
象

●
版
型
が
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
。

電
車
の
中
で
も
読
め
る
。

●
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

(
1

2

8
ペ
ー

ジ
）
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
作
り
で
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
力
を
入
れ
、

文
字
は
少
な
め
な
の
で
わ
か
り
や

す
い
。

●
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
り
で
あ
り

●
身
近
な
も
の
（
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
や
ゴ
ジ
ラ
な
ど

）
を
最
初
に

も
っ
て
き
て
進
め
て
い
く
、
今
ま

で
に
な
い
や
り
方
で
、
入
っ
て
い

き
や
す
い
。

●
浅
田
彰
、
中
沢
新

一
、
坂
本
龍

一
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
う
が
、

若
者
た
ち
を
注
目
さ
せ
る
こ
と
に

お
い
て
は
成
功
し
て
い
る
と
思
う
。

か
と
い
っ
て
若
い
人
た
ち
し
か
読

め
な
い
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
く
、
私
の
母
(

4

8

歳

）
も
読
め

る
本
。

●
見
開
き
単
位
で
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
ら
で

も
読
み
始
め
ら
れ
る
。

●

一
冊
の
ま
と
ま
っ
た
本
を
読
む

の
が
苦
手
な
人
で
も
、
写
真
や
コ

ビ
ー
に
つ
ら
れ
て

一
ヵ
所
読
む
と
、

ま
た
も
う
ひ
と
つ
知
り
た
く
な
っ

て
、
思
わ
ず
読
み
進
ん
で
し
ま
う
。

●

(
p
1
0
2
1
1
0
7
あ
な
た
の
核
カ
ル

テ
）
こ
こ
を
読
む
だ
け
で
も
得
る

も
の
が
大
き
い
。

●
原
爆
実
験
の
写
真
を
は
じ
め
、

珍
し
い
シ
ョ
ッ
ト
が
多
い
。

●
核
に
つ
い
て
の
ぽ
う
大
な
情
報

を
こ
れ
だ
け
に
「
削
っ
た
こ
と
」

大

川

原

稿

は
あ
っ
た
ん
で
す
。
は
じ

め
は
。
で
も
ど
う
し
て
も
し
っ
く
り
い

か
な
い
。

「
な
に
か
ら
は
じ
め
る
か
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
急
に

押
し

つ
け
が
ま

し
く
な
っ
て
し
ま
う。

あ
る

い
は
、
ひ

と
り
よ
か
り
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

で
、
思
い

き

っ
て
答
は
読
者
に
出
し
て

も
ら
お
う
と
、
原
稿
を
け
ず
っ
た
ん
で
す
。

平

石

そ

の
答
の
ひ
と

つ
が
こ

の
手
紙

で
す
。
看
護
科
の
学
生
さ
ん
か
ら
な
ん

で
す
け
ど
。

大
川

ほ
ん
と
う
れ
し
か

っ
た
で
す
よ

こ
の

手
紙
は
。
う
れ
し
く
て

ね
、
二
人

で
飲
ん
だ

ん
で
す
よ
。
（
笑
）

ー

ゎ
か
り
ま
す
、
そ
の

気
持。

（
笑

）

そ
れ
と
、
ど
の
よ
う
な
運
動
が
あ
る
の

か
と
い
う
の
も
な
い
で
す
ね
。
こ
の
本

な
が
ら
内
容
は
決
し
て
野
次
馬
的
、

ミ
ー
ハ
ー
的
で
は
な
い
の
で
信
頼

で
き
る
。

●
一
目
見
て
「
き
れ

い
な
本
」

と

い
う
印
象
。
そ
れ
に
安
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

、、

内
容
に
つ
い
て

●
核
に
つ

い
て
よ
く
知
ら
な
い
人

の
こ
と
を
よ
く
把
ん
で
作
っ
て
あ

る
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い

人
の
た
め
に
本
の
ガ
イ
ド
も
あ
り

親
切
。

が
成
功
。

●
ト
ー
タ
ル
と
し
て
よ
い
入
門
書

だ
と
思
う
。

●
カ
タ
ロ

グ
的
副
読
本
に
よ
い
。

読
ん
で
、
見
て
、
思
う
こ

と

●

(
p
3
8
ア
ト

ミ
ッ
ク

・
カ
フ
ェ

）

目
新
し
い
こ
と
ば
を
使
っ
て
み
る

こ
と
で
何
か
新
鮮
で
あ
る
か
の
よ

う
に
思
う
の
は
私
た
ち
に
も
あ
る

こ
と
だ
け
ど
、
当
時

11

ア
ト

ミ
ッ

ク
“
と
い
う
こ
と
ば
が
流
行
り
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
は
何
と

も
言
え
な
い
気
持
。

●

(
n
3
5
、
6
0
ア
ト
ミ
ッ
ク

・
ソ

ル
ジ

ャ
ー

）
さ
く
裂
し
た
原
爆
に

む
か

っ
て
兵
士
を
突
撃
演
習
さ
せ

る
と
い
う

「
実
験
」
／
．

二
重
の

非
人
間
性
だ
と
思
う
。

●

(
p
1
0
0

)

銃
を
備
え
た
核
シ
ェ

ル
タ
ー
に
も
、
が
く
然
。

●
ビ
キ
ニ

に
残
っ
た
犬
の
写
真
が

シ
ョ
ッ
ク
。
犬
は
核
を
作
ら
な
か

っ
た
の
に
。

●
核
廃
絶
は
や
れ
ば

で
き
る
と
い

う
こ
と
(
p
1

0

6

)

が
ち
ゃ
ん
と
書

い
て
あ
っ
て
励
ま
さ
れ
る
。

●
何
よ
り
も
核
廃
絶
を
前
提
と
し

た
作
り
方
、
内
容
が
う
れ
し
い
／
．
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●
前
略
、
署
名
お
く
れ
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ン
パ
は
郵
便
ふ
り

か
え
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ

ち
ら
の
方
か
ら
振
り
込
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
暑
い
中
、
皆
さ
ま
が
ん
ば
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
す
。
私
も
署
名
、

も
う
少
し
、
あ
た
っ
て
み
ま
す
。
た
ぶ

ん
8
月
末
に
、
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
が
…

8
月
1
2
日

荒
木
正
子
（
東
京
・
葛
飾
区
）

●
前
回
の
号
の
中
で
よ
か
っ
た
と
思
う

記
事
…
非
核
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
つ

く
り
だ
し
た
人
々

と
り
あ
げ
て
ほ
し
い
こ
と
が
ら
…
第
一
―
-

世
界
か
ら
見
た
「
平
和
」
に
つ
い
て

平
和
創
造
の
為
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
参
加
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
広
島
市
の
「
ス
ト
ッ
。
フ
・
ザ
・

戦
争
へ
の
道
／
ひ
ろ
し
ま
講
座
」
と
い

う
グ
ル
ー
。
フ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

8
月
2
4
日

fro
m
ヒ
ロ
シ
マ

行
田
薫
和
（
郵
政
職
員
）

●
ト
マ
ホ
ー
ク
に
対
す
る
理
解
を
広
め

る
こ
と
が
目
的
な
の
か
、
一
定
の
知
識

を
持
つ
団
体
の
機
関
誌
な
の
か
わ
か
ら

な
い
。
今
、
反
核
を
う
た
う
の
な
ら
ば

何
は
と
も
あ
れ
よ
り
多
く
の
人
々
に
危

機
感
を
持
た
せ
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し

い
。
そ
れ
に
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
も
弱
い

し
、
何
よ
り
ト
マ
ホ
ー
ク
が
な
ぜ
危
険

な
の
か
と
い
う
説
得
力
の
あ
る
説
明
を

最
初
に
持
っ
て
く
る
べ
き
だ
と
思
う
。

ト
マ
ホ
ー
ク
の
出
現
に
よ
っ
て
限
定
核

戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と

（
核
抑
止
論
の
崩
壊
）
、
日
本
に
配
備

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
と

強
く
訴
え
て
欲
し
い
。
せ
っ
か
く
こ
れ

だ
け
の
誌
面
を
作
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

反
核
の
力
を
つ
け
る
の
に
は
ど
う
す
べ

き
か
を
、
も
う
一
度
マ
ク
ロ
の
目
で
問

い
直
し
て
下
さ
い
。

森
岡
直
美
（
千
葉
県
・
我
孫
子
市
）

●
L
「
元
気
印
」
と
い
う
こ
と
に
代
表

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
元
気
が
あ
っ

て
よ
い
で
す
。
た
の
も
し
い
で
す
。

2
話
題
、
人
、
場
所
も
ず
い
分
豊
か

で
す
。
こ
れ
も
感
心
し
ま
し
た
。
割
付

⑥

6
月
の
末
か
ら
シ
ド
ニ
ー
で
行
な

わ
れ
た
「
太
平
洋
女
性
平
和
会
議
」
に

出
席
し
ま
し
た
。
主
催
は

W
I
L
P
F
。

約
1
5
ヵ
国
（
ベ
ラ
ウ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

パ
。
フ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

他
）
1
5
0
ー
1
8
0
名
の
参
加
で
、
3
日
間
に

わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
2
、
3

人
の
男
性
の
他
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

ま
わ
す
の
も
全
部
女
性
達
で
、
熱
気
に

満
ち
た
雰
囲
気
で
し
た
。

ど
こ
の
国
も
、
女
性
差
別
の
根
の
深

さ
は
同
じ
。
し
か
し
女
性
の
役
割
の
大

き
さ
、
今
女
性
達
が
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
が
基
調
と
な
り
、
各
国
の

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
人
種
差
別

（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
、
マ
オ
リ
、
カ
ナ
キ
）
、

他
国
介
入
に
よ
る
文
化
の
変
化
、
政
情

不
安
（
警
察
力
、
軍
事
力
の
増
長
と
虐

殺
、
暴
行
）
、
多
国
籍
企
業
進
出
（
貧

困
）
、
核
の
脅
威
（
実
験
、
廃
棄
物
、

被
曝
）
と
い
う
重
い
問
題
が
巣
喰
っ
て

い
ま
し
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
の
核
実
験

に
よ
る
放
射
能
の
被
害
が
報
告
さ
れ
た

時
に
は
、
「
ノ
ー
モ
ア
」
か
ら
「
く
り

返
さ
れ
て
い
る
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
」

の
現
実
を
日
本
の
運
動
の
中
に
と
り
こ

む
必
要
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ベ
ラ
ウ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
発
言

の
中
に
は
、
よ
く
日
本
の
名
が
出
て
き

ま
し
た
。
本
や
人
づ
て
に
聞
い
て
い
た

日
本
の
バ
ナ
ナ
農
場
や
遠
洋
漁
業
が
彼

ら
の
生
活
を
追
い
つ
め
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
時
に
は
、
安
い
バ
ナ
ナ
、

溢
れ
る
遠
洋
の
魚
に
囲
ま
れ
た
私
た
ち

の
暮
し
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
、
身
の

ち
ぢ
む
思
い
で
し
た
。

＠
ウ
ェ
ス
ト
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
横

須
賀
と
い
う
感
じ
の
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル

で
、
7
月
2
1
日
に
米
艦
船
の
入
港
に
抗

議
す
る
集
会
が
あ
り
、
参
加
し
ま
し
た
。

港
近
く
の
小
さ
な
公
園
に
叩
人
ほ
ど
の

人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
弁
当
を
広

げ
る
人
、
寝
そ
べ
っ
て
い
る
人
、
赤
ち

ゃ
ん
連
れ
、
反
核
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け

て
走
り
、
ま
わ
る
子
供
達
。
男
女
も
半
々

位
で
、
カ
ラ
フ
ル
で
、
陽
気
で
楽
し
い

も
の
で
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
で
反
核

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が

ら
や
っ
て
き
た
女
性
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

っ
た
り
（
シ
ド
ニ
ー
か
ら
。
ハ
ー
ス
に
来

る
の
に
車
で
は
3
泊
4
日
も
か
か
る
の

だ
そ
う
で
す
）
、
風
刺
寸
劇
あ
り
．
歌

あ
り
と
気
持
ち
盛
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、

少
し
は
な
れ
た
船
着
場
に
思
い
思
い
に

移
動
。驚
き
ま
し
た
。
目
と
鼻
の
先
に
軍
艦

が
い
る
ん
で
す
。
接
岸
し
て
い
る
2
隻

は
、
毎
回
来
る
た
び
に
一
般
公
開
す
る

と
の
こ
と
で
、
乗
り
降
り
の
列
が
長
々

すにがはとっラと 4 か 感の機がら誰り o と L加／が） とつ＇し―～シト
°‘こ出言てッ抗歳らジ激場にる流が ‘d 続
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Stand up! 

r D ]]6をま'::っ
`Jー

Stand up. The time has come. 
Defend yourself against nuclear death. 
Now, together we are strong. 
Break a nuclear chain. 

(repeat) 
Stop the Tomahawk now! 

立ちあがろう その時だ
核の死から身を守ろう
さあ、みんなで我らは強い
核の鎖を壊そう

（くり返し）
ストップ・ザ・トマホーク、ナウ．I

6月30日のヨコスカの集会・デモの時に歌った歌です。ポーリンさ

んからヨコスカの人たちが教わり訳詞したものです。

4
次
号
以
降
、

ヵ，ット・逢，板患子

送
っ
て
下
さ
い
。
お

け
、
そ
の
他
、
技
術
的
と
い
う
の
で
す

か
、
そ
の
面
も
、
実
に
工
夫
し
て
ま
す
ね
。

3

つ
づ
く
か
な
あ
、
つ
づ
く
と
い
い

な
あ
、
と
心
配
し
な
が
ら
応
援
の
気
持

で
す
。
こ
れ
だ
け
の
質
の
も
の
を
毎
月

か
隔
月
に
つ
く
る
の
は
大
変
で
し
ょ
う

か
ら
。

金
は
近
い
う
ち
に
。

…
…
沖
縄
を
つ
づ
け
て
、
必
ず
と
り
あ

げ
て
下
さ
い
。
と
く
に
反
戦
地
主
会
。

そ
し
て
、
元
気
な
人
た
ち
、
そ
の
活
動
。

6
月
1
5
日
、
明
治
公
園
で
友
人
か
ら
本

を
受
け
と
っ
て
…
…
。

清
水
知
久
（
東
京
•
練
馬
区
）
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6
月
1
8
日
か
ら
2
0
日
に
か
け
て
の
3

日
間
、

マ
ニ
ラ
の
西
方
に
あ
る
バ
タ

ー

ン
半
島
は
地
域
人
民
ゼ
ネ
ス
ト
で
大
き

く
揺
れ
た
。

半
島
西
岸
の

町
モ
ロ

ン
に

建
設
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ビ
ン
最
初
の
原
子

力
発
電
所
（

出
力
6
2
万
煎
、

米
国

の
ウ

ェ
ス
チ
ン
グ

ハ
ウ

ス
社
製
）
は
現
在
9
9

。ハ

ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
、

マ
ル
コ
ス
政

府
は
今
年
6
月
か

7
月
に
は
運
転
許
可

フィリヒン
反原発で

5万人が
ゼネストに突入 ＿号
苓

ー

，
す
・

一

を
下
す
予
定
で

い
た
。
フ
ィ

リ
ビ
ン
非

核
連
合
事
務
局
長
の

エ
ル
モ
氏

（
6
．

16
全
国
行
動
に
参
加
）
は
訴
え
る
。
「
原

発
建
設
地
の
北
に
は
米
国
の
ス

ー
ビ
ッ

ク
海
軍
基
地
が
ひ
か
え
、
半
島
南
端
に

は
11

外
資
の
天
国
“
と
い
わ
れ
る
輸
出

加
工
区
(

-
大
工
場
団
地

）
が
広
が
る
。

誰
の

た
め

の
電
力
か
？

危
険
で
金
を

喰
う
バ
ケ
モ
ノ

は
い
ら
な
い

／．
」

核
燃
料
輸
送
に
つ
か
わ
れ
る
主
要
道

路
を
丸
太
で
ロ

ッ
ク
ア
ウ
ト
し
、
そ
こ

に
人
間
バ

リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
軍
隊
と

対
峙
し
、
教
師
連
合
と
全
学
連
は
共
同

で
学
校
閉
鎖
、

市
場
は
閉
ま
り
交
通
ス

ト
で
ジ
プ

ニ
ー
運
転
手
は
連
帯
、
半
島

全
人
口
3
8
万
人
の
う
ち
5
万
5
千
名
が

直
接
ゼ
ネ
ス
ト

に
参
加
。
教
会
は
毎
日

定
刻
に
抗
議
の
鍾
を
嗚
ら
し
、
輸
出
加

工
区
内
の
労
働
者
も
ゼ
ネ
ス

ト
宣
言
。

大
戦
中
の

「
バ
タ

ー
ン
死
の
行
進
」
と

同
じ

コ
ー

ス
を

「
生
き
る
た
め
の
行
進
」

と
呼
び
歩
き
通
し
た
と
い
う
。
そ
の
数

ー

一
日
後
、
新
人
民
軍

(
N

]985
』
立

口

t

言三
ロ`

咤
5me
-=
i

-
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横
断
し
た
。

ロ
ン
グ
ピ
ー
チ

で
は
黄
色

と
黒
の
風
船
千
個
が
放
た
れ
、
5
0
人
が
、

こ
こ
を
母
港
に
し
ト
マ
ホ

ー
ク
を
確
実

に
積
ん
で
い
る
戦
艦

ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ

ー
に
的
を
絞

っ
た
抗
議
行
動
を
行
な
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
は
、

17
隻
の
船

を
出
し
て
戦
艦
ミ
ズ

ー
リ
の

母
港
化
に

反
対
し

た。

▼
カ
ナ
ダ
西
海
岸

｀

エ
ス
キ
モ
ル
ト

で
は
6
月

16
日
、
40

人
が
海
岸
に
集
ま
り
、
3
0
人
が
船
に
乗

っ
て
、
ト
マ
ホ

ー
ク
能
力
艦
が
カ
ナ
ダ

海
軍
基
地
を
使
用
す
る
こ
と
に
抗
議
し

た
。
そ
の
と
き
港
に
は
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン

級
の
潜
水
艦
が
停
泊
し
て
い
た
。
こ
の

デ
モ
は

メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
あ
げ

ら
れ
、
市
議
会
で

の
ト

マ
ホ

ー
ク
論
議

を
生
み
出
し
た
。

7
月
7
日
に
は
、
ロ

サ
ン
ゼ

ル
ス
級
の
イ
ン
デ
ア
ナ
ボ
リ

ス

が
停
泊
し
て
い
る
中
に
同
じ
行
動
が
く

り
返
さ
れ
た
。

ナ
ヌ
ー
ス
湾

で
は
徹
夜

の
坐
り
込
み
が
行
な
わ
れ
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー

で
は
断
食
闘
争
が
行
な
わ
れ
た
。

▼
北
大
西
洋

6
月
1
5
日
、
イ
ギ
リ
ス

の
C

N
D
が

議
会
に

面
し
て
い

る
テ
ー
ム
ズ
河
畔
で
、

配
備
さ
れ
る

ト
マ
ホ
ー
ク
の
数
に
等
し

い
4
千
個
の
風
船
を
放
っ
た
。
同
時
に

大

ロ
ン
ド
ン
議
会
が

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
ヨ

ー
ロ

ッ
。
ハ
艦
隊
司
令
部

に
対
し
て

正
式
な
抗
議
を
行
な
っ
た
。

南
海
岸
の

ポ
ー
ツ
マ
ス
で
は
、

5
百
人

が
街
の
中
心
か
ら
海
軍
基
地
に
む
か
っ

て
デ
モ
を
し
た
。
基
地
前
で
は
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
全
員
が
「
ミ
サ
イ
ル
を

止
め
る
」

意
味
を
こ
め
て
笛
を
吹
い
た
。

ア
オ
テ
ア
ロ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か

ら
の
参
加
者
が
発
言
を
し
、
ア
メ
リ
カ

の
ニ

ュ
ー

ハ
ン
。
フ
シ
ャ

ー
に
あ
る
ポ

ー

ツ
マ
ス
に
お
け
る
抗
議
行
動
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
交
換
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
ァ

ロ
ー
島
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
各
国
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。

▼
ア
メ
リ
カ
東
海
岸

6
月
8
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
戦
艦

ア
イ
オ

ワ
の
母
港
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ス
テ

イ
ト

ン
島
を
象
徴
的
に
封
鎖
す
る

た
め
に
ベ
ラ
ザ
ノ
プ
リ

ッ
ジ
で
人
間
の

鎖
が
計
画
さ
れ
た
が
、
警
察
が
徒
歩
の

参
加
者
3
千
人
を
力
で
排
除
し
た
。

コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
グ
ロ
ト
ン

で
は

6
月

1
5
日
に
潜
水
艦
甚
地
を
封
鎖
す
る
非
暴

力
直
接
行
動
が
行
な
わ
れ
た
が

、
1
1
人

が
逮
捕
さ
れ
た
。

ロ
ー
ド
ア

イ
ラ
ン
ド

の
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
、

イ
リ
ノ
イ
の

ロ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ド
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な

ど
で
も
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。

反
ト
マ
ホ

ー
ク
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
運

動
が
提
唱
し
、
北
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク

(

N

A

N

)
が
共
催
し
た

「
海
洋
発

射
巡
航
‘
‘
、
サ

イ
ル

(
S
L
C
M
)
に
反

対
す
る
国
際
抗
議
デ
ー
」
と

一
連
の
六

月
行
動
が
終
了
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
以
来
、
ひ
さ
び

さ
の
地
球
的
規
模
の
同
時
行
動
が
展
開

さ
れ
た
わ
け
で
、
危
機
的
な
核
状
況
へ

の
憂
慮
を
共
有
し
た
人
々
の
間
に

、
確

か
な
連
帯
感
の
土
台
が
築
か
れ
た
。
行

動
は

11
ヶ
国
で
と
り
組
ま
れ
、
ア
メ
リ

力
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア

な

ど
で
は
、
国
内
の
多
く
の

地
域
で
行
動

が
展
開
さ
れ
た
。
以
下
に
は
興
味
あ
る

行
動
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

▼
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

西
海
岸
の

フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル

で
は

米
国
の
施
政
権
下
に
あ
る
国
連
信
託

統
治
領
ベ
ラ
ウ

（
パ

ラ
オ

）
共
和
国
の

ハ
ル
オ

・
レ
メ
リ
ー
ク
初
代
大
統
領
（
2

期
目

）
が

6
月
3
0
日
の
深
夜
0
時
25
分

ご
ろ
、
首
都

コ
ロ
ー

ル
の

大
統
領
宿
舎

前
で
何
者
か
に
よ
っ
て

射
殺
さ
れ
た
。

レ
メ
リ
ー
ク
大
統
領
は
就
任
以
来
、

自
由
連
合
協
定
1
1
米
軍
産
地
化
協
定
支

持
の
立
場
を
表
明
し
て
お
り
、
米
軍
基

地
化
に
反
対
す
る
住
民
か
ら
批
判
を
う

け
て
き
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
制

憲
会
議
の
議
長
と
し
て
ベ
ラ
ウ
憲
法
起

草
の
中
心
に
い
た
レ
メ
リ

ー
ク
氏
は
、

非
核
条
項
を
含
む
憲
法
だ
け
は
譲
れ
な

い
一

線
と
し
て
も
っ
て

い
た
と
思
う
。

彼
は
指
導
力
が
な
い
と
い

っ
た
声
と
同

時
に
、

い
わ
ゆ
る
政
治
家
と
は
違
っ
た

II

誠
実
な
人
“
と
い
う
評
価
も
え
て
い

た
。
自
立
し
た
経
済
基
盤
を
も
た
な
い

ベ
ラ
ウ
は
自
由
連
合
に
よ
る
財
政
援
助

大統領暗殺の

背景は？
パ
ラ
オ

反トマ国際共同行動
ベトナム反戦以来の
地球的同時行動

る
闘
い

と
な
っ
た
。

（
大

橋

成

子

）

「
核
軍
縮
の

た
め
の
人
び
と

(
P
N
D
)」

が
実
物
大
の

ト
マ
ホ
ー
ク
を
ト
ラ
ッ
ク

に
の
せ
て

町
役
場
に
む
け
て
行
進
し
、

そ
こ
で

上
院
議
員
の
ジ
ョ

ー
・

バ
レ
ン

タ
イ
ン
が
演
説
を
し
た
。
東
海
岸
の

シ

ド
ニ
ー

で
は
、

6
月

15日

の
夜
、
6
0
名

の
人
び
と
が
手
に
手
に
た
い
ま
つ
を
も

っ
て
港
の
南
北
に
あ
る
岬
に

集
ま
っ
た
。

一
方
の
岬
の
断
崖
で
人
び
と
が

一
列
に

並
ん
だ
と
き
、
岬
が
明
る
＜
照
ら
さ
れ
対

岸
の
岬
の
人
び
と
、
そ
し
て

ひ
い
て
は

世
界
中
で
同
時
行
動
に
と
り
組
ん
で
い

る
人
び
と
と
の
熱
い
連
帯
感
に
包
ま
れ

た
、
と
報
告
者
は
述
べ
て
い
る
。
翌

日

の
港
で
の
集
会
に
は
2
百
人
以
上
の
人

び
と
が
参
加
。
市
会
議
員
の
半
数
近
く

が
行
動
に
支
持
を
表
明
し
た
。

▼
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

サ
ン
ジ
ェ
ゴ

で
は
「
生
存
の
た
め
の

同
盟
」
な
ど
が
、
市
が

ト
マ
ホ
ー
ク
製

造
と
配
備
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
抗

議
し
て
、
6
月
15
日
に
6
5
名
が`
ゾ

ェ
ル

タ
ー
島
に
集
ま
っ
た
。
ト
マ
ホ
ー
ク
は

市
内
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

ス
社

コ
ン
ベ
ア
ー
工
場
で
組
み
立
て
ら

れ
、
シ
ェ
ル
タ

ー
島
の
対
岸
の

バ
ラ
ス

ト
ボ
イ
ン
ト
潜
水
艦
基
地
で
攻
撃
型
原

潜
に
積
ま
れ
る
。

陸
上
で
の
集
会
の
あ

と
、
人
々
は
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
歌
を

唱
い
な
が
ら
潜
水
艦
基
地
を
ョ
ッ
ト
で

な
し
に
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
判

断
と
、
一

方
で
憲
法
を
守
り
た
い
と
い

う
せ
ば
め
ら
れ
た
選
択
の
な
か
で
彼
が

選
ん
だ
の
が
、
自
由
連
合
か
ら
核
を
分

離
す
る
こ
と
で
憲
法
を
堅
持
す
る
と
い

う
道
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
は
米
国
に
は
完
全
に

拒

否
さ
れ
た
。

米
国
に
と
っ
て

は
核
と
米

軍
基
地
化
は

一
体
で
あ
り
、
核
が
認
め

ら
れ
な
い
米
軍
基
地
な
ど
意
味
が
な
い

か
ら
だ
。
米
国
は
非
核
条
項
が
除
か
れ

る
ま
で
信
託
統
治
を
や
め
な
い
と
露
骨

に
も
憲
法
改
定
の
圧
力
を
か
け
る
に
至

っ
て
い
る
。
そ
れ
は

バ
ヌ
ア
ツ
に
つ
づ

く
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
核
艦
船
拒
否

が
、
当
然
の

こ
と
と
し
て
太
平
洋
に
波

及
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連

し
て
い
る
。

綱
渡
り
と
も
い
え
る
レ
メ
リ

ー
ク
氏

の
路
線
が
今
後
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を

今
回
の
暗
殺
は
示
し
た
の
だ
と
思
う
。

米
国
の
憲
法
改
定
の
圧
力
は
ま
す
ま
す

強
ま
る
だ
ろ
う
。

8
月
2
8
日

の
特
別
選

挙
で
、
大
統
領
に
は
ア
ル
フ
ォ

ン
ソ

・

オ
イ
ッ

テ
ロ
ン
前
副
大
統
領
を
破
っ
て
、

15
年
間
に
わ
た

る
米
国
と

の
自
由
連
合

交
渉
の
中
心
に
い
た
ラ

ザ
ル
ス

・
サ
リ

ー
氏
が
当
選
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い

る

。

（

荒

川

俊

児

）
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